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令
和
８
年
第
１
回
厚
沢
部
町
議

会
定
例
会
の
開
会
に
あ
た
り
、
町

政
執
行
へ
の
所
信
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　

今
年
は
町
政
の
舵
取
り
を
担
わ

せ
て
い
た
だ
き
4
年
目
を
迎
え
ま

す
。
任
期
の
最
終
年
度
と
な
り
ま

す
が
、
町
政
に
お
け
る
課
題
は
依

然
と
し
て
山
積
し
て
お
り
ま
す
。

長
年
の
懸
案
事
項
や
新
た
な
行
政

課
題
に
し
っ
か
り
と
対
応
し
、
引

き
続
き
町
民
の
皆
様
が
希
望
を
持

ち
、
真
に
幸
せ
を
実
感
で
き
る
ま

ち
づ
く
り
に
全
力
で
取
り
組
ん
で

ま
い
る
所
存
で
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
全

国
的
に
ク
マ
に
よ
る
被
害
が
相
次

い
だ
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。
新
た

に
始
ま
っ
た「
緊
急
銃
猟
制
度
」の

活
用
も
検
討
し
な
が
ら
、
こ
れ
か

ら
も
地
元
猟
友
会
や
警
察
と
密
接

に
連
携
し
、
安
全
対
策
と
被
害
防

止
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
８
月
に
は
大
雨
に

よ
る
土
砂
災
害
、
河
川
の
氾
濫
、

農
地
へ
の
土
砂
流
入
な
ど
甚
大
な

被
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
年
度

内
に
復
旧
が
完
了
し
な
い
箇
所
に

つ
い
て
は
、
予
算
を
次
年
度
に
繰

り
越
し
て
、
一
日
も
早
い
復
旧
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
国
政
に
お
い
て
は
、２
月

に
執
行
さ
れ
た
衆
議
院
議
員
総
選

挙
を
経
て
、
18
日
に
召
集
さ
れ
た

特
別
国
会
で
高
市
自
民
党
総
裁
が

内
閣
総
理
大
臣
に
選
出
さ
れ
、
第

２
次
高
市
内
閣
が
発
足
。
臨
時
国

会
で
成
立
し
た
補
正
予
算
に
は
、

各
自
治
体
が
地
域
の
実
情
に
応
じ

て
活
用
で
き
る
「
重
点
支
援
地
方

交
付
金
」
が
予
算
措
置
さ
れ
ま
し

た
。

　

本
町
で
は
昨
年
末
速
や
か
に
予

算
化
し
、
町
内
限
定
の
商
品
券「
地

域
応
援
券
」
の
配
布
や
、
福
祉
灯

油
の
増
額
、
水
道
基
本
料
金
の
減

免
等
、
町
民
の
皆
様
へ
の
迅
速
な

支
援
に
つ
な
が
る
よ
う
取
り
進
め

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
令
和
８
年
度
の
国
の
一

般
会
計
予
算
案
は
、
総
額
で
１
２

２
兆
３
千
億
円
と
な
り
、
過
去
最

大
で
あ
っ
た
昨
年
の
１
１
５
兆
２

千
億
円
を
超
え
る
も
の
と
な
り
ま

し
た
。

　

物
価
上
昇
を
上
回
る
実
質
賃
金

の
改
善
や
社
会
保
険
料
負
担
の
軽

減
等
に
よ
り
、
国
民
の
手
取
り
を

増
や
し
、
国
民
が
真
の
豊
か
さ
を

実
感
で
き
る
政
策
の
実
現
が
期
待

さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

本
町
に
お
い
て
は
、
人
件
費
の

増
加
、
水
道
設
備
等
の
ラ
イ
フ 

ラ
イ
ン
の
更
新
や
大
型
事
業
実
施

に
伴
う
起
債
の
償
還
、
施
設
管
理

費
等
の
経
常
経
費
の
増
加
に
よ

り
、
町
財
政
も
年
々
厳
し
く
な
る

こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

　

今
後
と
も
国
・
北
海
道
の
動
向

を
注
視
し
な
が
ら
、
積
極
的
に
支

援
策
等
を
十
分
活
用
し
て
、
効
率

的
で
公
平
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
、
財
政
の
円
滑
な
運
営
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

多
く
の
先
人
達
が
、
不
断
の
努

力
で
築
い
て
こ
ら
れ
た
「
ふ
る
さ

と
厚
沢
部
町
」
を
次
の
時
代
に
健

全
な
か
た
ち
で
引
き
継
い
で
い
く

た
め
、
こ
れ
ま
で
の
行
政
経
験
を

生
か
し
、
職
員
と
一
丸
と
な
っ
て

と
も
に
知
恵
を
絞
り
汗
を
流
し
て

ま
い
り
ま
す
。

令
和
８
年
度

令
和
８
年
度

  
町
政
執
行
方
針

町
政
執
行
方
針

『
町
民
が
希
望
を
持
ち
、

　

真
に
幸
せ
を
実
感
で
き
る

　
　
　
　
　

ま
ち
づ
く
り
を
』

　
令
和
８
年
第
１
回
町
議
会
定
例
会
が
、
３
月
３
日
か
ら

３
日
間
開
か
れ
、
佐
藤
町
長
は
令
和
８
年
度
の
ま
ち
づ
く

り
の
指
針
と
な
る
町
政
執
行
方
針
を
述
べ
ま
し
た
。
こ
こ

で
は
そ
の
内
容
の
一
部
を
抜
粋
し
て
紹
介
し
ま
す
。

（
町
Ｈ
Ｐ
で
全
文
公
開
）

 

１
．
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
対
策
へ
の
対
応

（２）
高
齢
者
・
障
が
い
者
へ
の
対
策

（３）
交
通
弱
者
へ
の
対
策

（１）
少
子
化
対
策
の
推
進

　

人
口
減
少
は
、
労
働
力
不
足
や

地
域
内
消
費
の
縮
小
を
招
き
、
地

域
全
体
の
活
力
の
低
下
に
繋
が
る

こ
と
か
ら
、
ま
ず
は
し
っ
か
り
と
、

子
育
て
世
帯
に
対
す
る
支
援
を
充

実
さ
せ
る
こ
と
に
注
力
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
か
ら
実
施
し
て
お

り
ま
す
、
認
定
こ
ど
も
園
の
完
全

無
償
化
、
小
・
中
学
校
給
食
費
の

無
償
化
、
高
校
生
へ
の
通
学
定
期

代
金
助
成
を
継
続
し
、
保
護
者
の

経
済
的
負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
６
年
度
か
ら
大
幅

に
拡
充
し
た
奨
学
資
金
制
度
に
つ

い
て
も
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

保
育
園
留
学
に
つ
い
て
は
、
増

加
傾
向
に
あ
る
海
外
か
ら
の
利
用

者
受
入
体
制
を
強
化
す
る
と
と
も

に
、
保
育
園
留
学
か
ら
移
住
に
つ

な
が
る
施
策
を
引
き
続
き
継
続
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ハ
ー
ド
ル
が
高
い
、
い
わ
ゆ
る

「
完
全
な
移
住
」
だ
け
で
は
な
く
、

国
内
外
の
子
育
て
世
帯
が
一
定
期

間
滞
在
、
若
し
く
は
季
節
的
な
居

　

当
町
に
お
け
る
65
歳
以
上
の
高

齢
化
率
は
45
％
を
超
え
、
ひ
と
り

暮
ら
し
の
高
齢
者
世
帯
や
高
齢
者

夫
婦
世
帯
が
増
え
て
お
り
ま
す
。

　

在
宅
福
祉
に
重
点
を
置
き
、
各

地
域
で
の
「
サ
ロ
ン
活
動
」
や
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
社
会
福
祉

協
議
会
の
運
営
を
支
援
す
る
な

ど
、
自
助
、
共
助
、
公
助
の
バ
ラ

ン
ス
に
考
慮
し
な
が
ら
、
町
独
自

の
高
齢
者
生
活
支
援
事
業
を
拡
充

し
、
安
心
な
暮
ら
し
を
支
え
て
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
心
身
の
発
達
面
で
個
別

支
援
を
必
要
と
す
る
こ
ど
も
へ
の

支
援
と
し
て
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

の
充
実
に
も
努
め
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
一
般
的
な
バ
ス
運

行
に
代
わ
り
、
持
続
可
能
な
交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
た
と
こ

ろ
で
す
が
、
高
齢
者
の
通
院
や
外

出
支
援
を
支
え
る
交
通
空
白
地
有

償
運
送
や
高
校
通
学
用
乗
合
バ
ス

運
行
を
引
き
続
き
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

（４）
定
住
促
進
の
対
策

　

持
家
建
設
奨
励
金
の
拡
充
、
中

古
住
宅
購
入
及
び
リ
フ
ォ
ー
ム
費

用
の
助
成
、
誕
生
祝
金
の
増
額
な

ど
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
本
事

業
の
周
知
・
広
報
活
動
に
も
力
を

入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
公

営
住
宅
等
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ

い
て
、
高
見
団
地
の
建
て
替
え
も

計
画
的
に
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
新
た
に
空
き
家
改

修
に
よ
る
賃
貸
物
件
整
備
支
援
事

業
の
導
入
や
道
営
住
宅
の
早
期
着

工
、
完
成
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま

す
。

 

２
．
力
強
い
農
業
・
林
業
・
商
工
業
を
築
く
た
め
の
対
策

（１）
農
業
に
つ
い
て

　

昨
年
の
JA
新
函
館
厚
沢
部
支
店

の
販
売
額
は
、
約
30
億
１
２
０
０

万
円
と
の
報
告
を
受
け
て
お
り
ま

す
。
コ
メ
を
中
心
と
し
た
価
格
高

騰
に
よ
り
前
年
同
期
比
で
１
億
６

５
０
０
万
円
ほ
ど
増
加
と
な
り
ま

し
た
が
、
多
く
の
作
物
が
高
温
障

害
に
よ
る
品
質
低
下
や
収
穫
量
減

少
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　

持
続
可
能
な
農
業
生
産
を
実
現

す
る
た
め
、
ス
マ
ー
ト
農
業
機
械

な
ど
経
営
継
続
に
必
要
な
機
械
や

設
備
の
導
入
支
援
も
引
き
続
き
行

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

昨
年
は
、
あ
っ
さ
ぶ
メ
ー
ク
イ

ン
１
０
０
周
年
を
記
念
し
、
メ
ー

ク
イ
ン
ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス
が
製

造
・
販
売
さ
れ
高
い
評
価
を
得
ま

し
た
。
当
町
農
業
の
根
幹
で
あ
る

メ
ー
ク
イ
ン
の
作
付
を
確
保
し
、

伝
統
を
守
り
続
け
る
た
め
に
Ｐ
Ｒ

活
動
も
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

新
規
就
農
者
や
後
継
者
の
支
援

に
つ
い
て
は
、
担
い
手
協
議
会
等

関
係
機
関
に
よ
る
相
談
体
制
の
充

実
や
、
国
の
助
成
制
度
を
活
用
し

て
新
た
な
担
い
手
が
円
滑
に
就
農

で
き
る
よ
う
支
援
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

近
年
の
高
温
や
集
中
豪
雨
等
に

よ
る
リ
ス
ク
を
軽
減
す
る
た
め
に

は
、
基
本
技
術
の
励
行
に
加
え
、

明
・
暗
渠
排
水
整
備
や
堆
肥
投
入

な
ど
の
基
盤
整
備
が
重
要
で
あ
る

と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も

町
単
独
の
小
規
模
土
地
基
盤
整
備

事
業
の
実
施
に
よ
り
、
優
良
農
地

の
維
持
、
確
保
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付

金
、
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
等

の
補
助
を
継
続
し
て
実
施
す
る
と

と
も
に
、
町
単
独
事
業
と
し
て
農

業
共
済
掛
金
助
成
や
地
力
増
進
対

策
事
業
費
補
助
、
及
び
農
道
整
備

事
業
費
補
助
な
ど
も
継
続
し
な
が

ら
、
農
業
経
営
の
安
定
化
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金

に
つ
い
て
は
、
多
方
面
か
ら
情
報

収
集
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
要

請
活
動
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て
は
、

電
気
牧
柵
購
入
費
へ
の
助
成
に
加

ー 令和８年度　町政執行方針についてー

住
を
含
む
「
や
わ
ら
か
な
定
住
・

二
地
域
居
住
」
と
い
っ
た
多
様
で

柔
軟
な
暮
ら
し
方
や
移
住
ス
タ
イ

ル
を
提
案
し
、
厚
沢
部
町
な
ら
で

は
の
特
徴
を
生
か
し
つ
つ
、
「
保

育
園
留
学
」
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ

て
ま
い
り
ま
す
。
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（１）
健
康
診
断
受
診
率
の
向
上
に
つ
い
て

　

町
で
は
、
が
ん
等
の
病
気
を
早

期
に
発
見
し
、
重
症
化
リ
ス
ク
を

軽
減
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

町
が
実
施
す
る
総
合
健
診
や
各
種

個
別
検
診
を
令
和
６
年
度
か
ら
全

て
完
全
無
償
化
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（３）
商
工
業
・
観
光
業
に
つ
い
て

　

商
工
業
に
つ
い
て
は
、
人
口
減

少
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

た
商
品
購
入
が
地
元
で
の
消
費
減

退
を
招
い
て
お
り
、
ま
た
、
高
齢

化
の
進
行
に
伴
い
、
買
物
弱
者
の

増
加
も
懸
念
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
引
き
続
き
商
工
団
体
の
育

成
と
中
小
企
業
の
経
営
安
定
を
継

続
支
援
す
る
と
と
も
に
、
商
工
会

と
連
携
し
、
新
た
に
「
商
工
業
者

支
援
事
業
補
助
金
」
を
創
設
し
て

新
規
開
業
や
事
業
拡
大
等
の
取
り

組
み
を
積
極
的
に
後
押
し
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

観
光
に
つ
い
て
は
、
客
室
等
の

改
修
工
事
を
行
っ
た
う
ず
ら
温
泉

の
さ
ら
な
る
経
営
改
善
支
援
に
努

め
る
と
と
も
に
、
老
朽
化
し
た
浴

場
の
改
修
を
実
施
し
ま
す
。
昨
年

か
ら
着
手
し
て
お
り
ま
す
道
の
駅

物
産
館
の
建
設
工
事
も
引
き
続
き

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
今
年
10
月

に
は
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
Ｐ
Ｒ
活
動
を

展
開
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
観
光
協
会
へ
の
育
成

支
援
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
へ
の
助
成

も
拡
充
し
て
ま
い
り
ま
す
。

 

３
．
く
ら
し
の
安
全
・
安
心
な
ま
ち
へ
の
対
応

（３）
災
害
に
強
い
町
づ
く
り

　

「
防
災
情
報
配
信
シ
ス
テ
ム
」

を
４
月
か
ら
運
用
開
始
し
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
へ
の
迅
速
な
情

報
提
供
に
加
え
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
を
お
持
ち
で
な
い
方
に
は
戸
別

受
信
機
を
無
償
貸
与
し
、
情
報
伝

達
体
制
を
強
化
い
た
し
ま
す
。

（４）
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

　

導
入
促
進
に
つ
い
て

　

役
場
内
に
新
た
に
脱
炭
素
政
策

専
門
係
を
設
置
し
、
地
域
新
電
力

会
社
「
ハ
チ
ャ
ム
」
と
と
も
に
体

制
整
備
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。

　

今
後
は
、
国
の
脱
炭
素
先
行
地

域
事
業
を
活
用
し
つ
つ
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
を
促
進

し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
域
内
消
費

を
進
め
て
地
域
循
環
型
社
会
の
形

成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（２）
林
業
・
林
産
業
に
つ
い
て

　

町
有
林
管
理
に
つ
い
て
は
、
除

間
伐
や
枝
打
ち
、
下
刈
り
な
ど
の

適
切
な
撫
育
管
理
や
森
林
基
盤
整

備
等
を
推
進
し
、
森
林
機
能
の
維

持
に
努
め
ま
す
。

　

民
有
林
に
つ
い
て
は
、
循
環
利

用
や
集
約
化
を
進
め
、
「
豊
か
な

森
づ
く
り
推
進
事
業
」
や
除
間

伐
、
枝
打
ち
、
下
刈
り
事
業
へ
の

支
援
を
通
じ
て
地
域
林
業
の
振
興

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
林
産
業
に
つ
い
て
は
、

林
産
協
同
組
合
の
活
動
支
援
や
地

域
材
の
積
極
的
Ｐ
Ｒ
に
取
り
組
み

ま
す
。
地
場
産
材
の
利
活
用
の
促

進
と
と
も
に
、
林
業
者
だ
け
で
は

な
く
林
産
業
全
体
の
安
定
経
営
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
森
林
環
境
譲
与
税
基
金

事
業
と
し
て
、
民
有
林
の
下
刈
り

や
除
間
伐
事
業
へ
の
助
成
も
行

い
、
そ
の
森
林
機
能
が
維
持
で
き

る
よ
う
支
援
を
行
い
ま
す
。

ー 令和８年度　町政執行方針についてー

歳出　６３億円

総務費総務費
25億5,067万円25億5,067万円

40.5％40.5％

民生費民生費
７億8,874万円７億8,874万円

12.5％12.5％

　衛生費　衛生費
５億8,217万円５億8,217万円

　9.2％　9.2％

農林水産業費農林水産業費
５億4,781万円５億4,781万円

8.7％8.7％

商工費商工費
２億50万円２億50万円
3.2％3.2％

議会費議会費
3,719万円3,719万円
0.6％0.6％

土木費土木費
４億5,150万円４億5,150万円

7.2％7.2％

消防費
２億4,646万円
3.9％

教育費教育費
４億2,094万円４億2,094万円

　6.7％　6.7％

公債費・その他公債費・その他
４億7,402万円４億7,402万円
　　　7.5％　　　7.5％

歳入　６３億円

用語解説
【議会費】議会の運営にかかるお金
【総務費】人件費や庁舎管理、選挙、政策推進
など町の総括的な事務にかかるお金

【民生費】福祉サービスや各種医療費の助成、
認定こども園の運営などにかかるお金

【衛生費】保健衛生、ごみ処理、環境保全など
にかかるお金

【農林水産業費】農林業の振興にかかるお金
【商工費】商工業や観光の振興などに係るお金
【土木費】道路・河川・住宅の整備や管理、除
雪などにかかるお金

【消防費】消防・救急活動や災害対策などにか
かるお金

【教育費】小・中学校の管理運営や生涯学習、
文化財保護などにかかるお金

【公債費】町債の償還にかかるお金
【その他】
労　働　費：勤労者の支援などにかかるお金
災害復旧費：災害によって生じた被害の復旧か
　　　　　　かるお金
予　備　費：不測の支出に備えるためのお金

用語解説

自主財源：町が自主的に調達できるお金

依存財源：国や道などから入ってくるお金

【町税】町民税、固定資産税、軽自動車税、た
ばこ税など

【分担金及び負担金】特定の事業によって利益
を受ける人に負担してもらうお金

【使用料及び手数料】施設の使用料や各種証明
書の発行手数料など

【繰入金】基金から取り崩すお金
【その他】財産収入、寄附金、諸収入など

【地方譲与税等】人口や道路延長など一定の基
準に従って交付されるお金

【地方交付税】自治体が一定水準の行政サービ
スを行えるよう国から交付されるお金

【国庫支出金】特定の事業目的のために国から
交付されるお金

【道支出金】特定の事業目的のために北海道か
ら交付されるお金

【町債】事業を実施するために借り入れるお金

　令和８年度の予算編成については、着実な行財政改革を推進し、健全な財政運営の維持に努めるとと
もに、限られた財源を最大限に活かすため、創意工夫と柔軟な発想をもって事業全体を検証し、効率的
かつ効果的な施策を検討したうえで、「町民一人ひとりが幸せを実感できる町づくり」の実現に向けた各
種施策に取り組むこととして編成しました。予算の詳細については次の通りです。

予算総額
91億9,155万円
（前年比12.8％増）

特別会計
13億5,716万円
（前年比7.6％増）

特定の収入をもとに特定
の事業を行う会計

一般会計
63億円
（前年比18.2％増）

町税などを財源として町
の一般的な収入と支出を
行う会計

企業会計
15億3,439万円
（前年比1.6％減）
民間企業と同じように事
業収入によって運営する
会計

　町税　町税
４億981万円４億981万円
　6.5％　6.5％

分担金及び負担金
3,440万円0.5％

使用料及び手数料使用料及び手数料
9,091万円1.4％9,091万円1.4％

繰入金繰入金
７億4,999万円７億4,999万円

11.9％11.9％

その他その他
３億6,580万円３億6,580万円

5.8％5.8％

地方譲与税等地方譲与税等
１億8,299万円１億8,299万円
2.9％2.9％

地方交付税地方交付税
26億3,000万円26億3,000万円

41.8％41.8％

町債
７億2,760万円
11.6％

道支出金
２億8,161万円
4.5％

国庫支出金国庫支出金
８億2,689万円８億2,689万円

13.1％13.1％

依存財源依存財源
74％74％

自主自主
　財源　財源
　　26％　　26％

え
、
狩
猟
免
許
取
得
・
更
新
に
対

す
る
支
援
を
行
う
ほ
か
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
制
度
を
活
用
し
て
外

部
人
材
の
確
保
に
も
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

（５）
国
保
病
院
に
つ
い
て

　

国
保
病
院
は
、
命
を
守
り
暮
ら

し
に
安
心
感
を
与
え
る
地
域
医
療

や
救
急
医
療
拠
点
と
し
て
、
極
め

て
重
要
な
役
割
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
経
営
環
境
は
物

価
高
や
人
件
費
高
騰
な
ど
に
よ
り

極
め
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。
安
定
し
た
地
域
医
療
提
供
体

制
の
維
持
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
経
営
の
改
善

な
ど
に
引
き
続
き
注
力
し
、
町
民

の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
町
立
病
院

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（１）
予
算
の
効
率
化
・
重
点
化
に

　

よ
る
計
画
的
な
財
政
運
営

　

本
町
の
財
政
は
こ
れ
ま
で
の
行

財
政
改
革
に
よ
っ
て
、
健
全
な
財

政
運
営
を
維
持
し
て
お
り
ま
す

が
、
町
税
等
の
自
主
財
源
が
乏
し

い
た
め
、
歳
入
の
過
半
を
占
め
る

地
方
交
付
税
の
動
向
次
第
で
は
、

非
常
に
厳
し
い
状
況
に
陥
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

　

限
ら
れ
た
財
源
を
最
大
限
活
用

す
る
た
め
に
は
創
意
工
夫
と
柔
軟

な
発
想
が
不
可
欠
で
す
。
事
務
事

業
を
検
証
し
、
効
率
的
な
施
策
展

開
と
質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
た
め
、
職
員
一
人
ひ
と

り
の
能
力
向
上
に
も
引
き
続
き
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

 

４
．
健
全
な
行
財
政
運
営

（２）
情
報
公
開
に
よ
る
透
明
性
の
確
保

　

情
報
公
開
に
よ
る
透
明
性
の
確

保
で
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
、
厚

沢
部
町
情
報
公
開
条
例
に
基
づ

き
、
町
政
の
透
明
性
の
確
保
に
努

め
ま
す
。

令和８年度　まちづくり予算

（２）
館
駐
在
所
統
合
後
に
つ
い
て

　

３
月
末
を
も
っ
て
館
駐
在
所
が

厚
沢
部
駐
在
所
に
統
合
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。
影
響
を
最
小
限

に
抑
え
る
た
め
、
防
犯
カ
メ
ラ
の

増
設
を
行
う
と
と
も
に
、
館
駐
在

所
を
町
が
買
い
取
り
、「
警
察
官

立
寄
所
」
と
し
て
活
用
し
て
ま
い

り
ま
す
。
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ー 令和８年度　まちづくり予算ー

農 業・ 林 業・ 商 工 業

■スマート農業等機械導入支援

　� １，５００万円
　スマート農業機械や経営継続に必要な農業用機械・
施設の導入を支援します。

■新規就農者・後継者対策� ２７９万円
　新規就農者の受入や支援体制を強化するとともに、
研修機会の提供など担い手の確保・育成を図ります。

■有害鳥獣被害対策� ２，３０７万円
　電気牧柵等の利用促進を図るとともに、狩猟免許の
取得・更新の支援などにより捕獲体制を強化します。

■商工業者支援� １００万円
　「投資による事業継承」、「事業拡大・販路拡大」、「人
材確保」の３つの分野に対して一体的な支援を実施し、
事業継続性を確保します。

■道の駅あっさぶエリア再編整備事業

� ８億７，１９８万円
　道の駅物産館を改築することで魅力化を図り、あわ
せて駐車場を整備し、集客力を高めます。

健 康 づ く り

■各種健診事業　

２，１１０万円
　病気の早期発見のため、特定健診やがん検診などの
各種健診を実施するとともに、健診費用を無償化し、
受診率向上を促進します。

ー 令和８年度　まちづくり予算ー

安 全 ・ 安 心

■防災体制の強化� ２，４３５万円
　令和７年度に整備した防災情報配信システムにより
情報伝達体制を強化するとともに、防災備蓄計画に基
づき、備蓄品等を整備し、災害に備えます。
　また、町内３地区の小型動力ポンプ付積載車を更新

し、消防体制の強化を図ります。

■町内会街路灯電気料等助成� ５１８万円
　安全・安心な生活環境の確保のため、各町内会の街
路灯の設置費や電気料を助成します。
★（設置費等：2/3、電気料：9/10）

教 育 ・ 文 化

■小・中学校給食費無償化� １，２５３万円
　学校給食費にかかる保護者負担を軽減するため、小・
中学校の児童・生徒の学校給食費を無償化します。

■奨学金制度の拡充� １，０４４万円
　経済的理由により就学困難な学生・生徒を支援する
ため、奨学資金の貸付または給付を行い、人材の育成
を図ります。

■トップアスリートとの交流� ６４万円
　子ども達がスポーツへの関心を高め、夢を抱くきっ
かけづくりとしてトップアスリートとの交流事業を実
施します。

※�各種保険事業・介護予防事業は、20、21 頁を

ご覧ください。

令和８年度

予算の主な施策（重点事業）

子 育 て 支 援

■認定こども園保育料無償化� １７４万円
　国の制度による無償化（３歳児以上）と合わせて、０
歳児から２歳児までの保育料も無償化を継続します。

■高校生通学定期券購入費助成� ６４２万円
　高校に通学をする生徒のバス定期券購入費を支援し、
子育て世帯の負担軽減を図ります。　

■保育園留学推進事業� ２，０３８万円
　保育園留学推進協議会への補助金など保育園留学を
通して更なる関係人口の創出に取り組みます。

■高齢者生活支援事業� ５，３９１万円
　高齢者が生きがいを持って安全に生活することを通
じて自立した生活を確保するため、各種サービス事業
を実施します。

地 域 公 共 交 通

■交通空白地有償運送事業� １，２４７万円
　外出支援サービス（福祉有償運送）に加え、一般利用
も可能とし、公共交通空白地や不便地域の交通手段を
確保します。

■江差高校通学向け乗合バス維持支援　

� ２，７４０万円
　廃線となった館線・稲見線の代替として運行される
江差高校通学向け乗合バスに対し支援をします。

定 住 促 進

■定住促進奨励金事業� ５８０万円
　定住人口の拡大を図るため、結婚祝金や誕生祝金な
どを支給します。
★�令和５年度から誕生祝金は１０万円から５０万円に
拡充しました！

■持家建設促進奨励金事業� １，９５０万円
　住宅を新築または購入した方に奨励金を支給します。
さらに、町内業者を利用した場合は商工会発行の商品
券を交付します。また、中古住宅の購入費及びリフォー
ム代金を助成することで、空き家の有効活用を行うと
ともに、町外からの転入を促進します。

■空き家リフォーム賃貸活用等奨励金事業

� ２００万円
　空き家を賃貸住宅として活用するために購入・リフ
ォームを行い、第三者に貸し出す場合、購入費及びリ
フォーム代金を助成します。また、老朽化が著しい空
き家の解体にかかる費用の助成も行います。

高 齢 者 対 策

令和８年度の当初予算に関する詳細は令和８年度の当初予算に関する詳細は
町ホームページをご覧ください。町ホームページをご覧ください。
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令和８年度教育行政執行方針

学校教育

確かな学力の育成

信頼される学校づくり

教育環境の整備・充実

豊かな人間性と健やかな体の育成

グローバル社会に対応した教育

〜デジタルと「なぜ？」で深める学び〜

〜地域とともに歩む、信頼される学校〜

〜夢のある「新しい学校」への第一歩〜

〜温かい心と健やかな体づくり〜

〜厚沢部から世界へ！グローバルな視点〜

AIドリルなどを活用し、一人

ひとりのペースに合わせた学

習を進めます。

メークインや豊かな自然を教

材に、自ら課題を見つけ解決

する「厚沢部型探究学習」を

全町で展開します。

先生が子どもたちと向き合う

時間を増やすため、最新のデ

ジタル技術で業務を効率化し

ます。

地域の「達人」に授業に関わ

ってもらうなど、町全体で学

校運営を支えます。

９年間の一貫した教育を行う「義務教育

学校」の建設に向け、地質・測量調査や

設計に着手します。

今ある校舎も計画的に修繕し、安全で心

地よい学びの場を守ります。

「ありのままの自分」が認められる、　

いじめのない温かい学校を目指します。

ALT（外国語指導助手）

や海外とのオンライン交

流を通じ、生きた英語を

学びます。

多様な文化や考え方を尊

重し、共に生きる心を養

います。

一人ひとりの個性を伸ばす「５つの柱」

〜「厚沢部らしさ」を未来へつなぎ、人が輝く教育の実現〜

　厚沢部の豊かな自然や歴史は、子どもたちにとって大切な「学びの土壌」です。

　私たちは、子どもたちが自ら学び、郷土に誇りを持てるよう、学校・家庭・地域が手を取り合って

教育を進めてまいります 。

地場産品を活かした

給食や農業体験を通

じ、食への感謝の心

を育みます。

ー 令和８年度　教育行政執行方針の解説ー

芸術文化活動の充実

文化財の保存・整備

「厚沢部で育ってよかった」を、すべての子どもたちへ

生涯スポーツの振興

〜芸術と文化で心に潤いを〜

〜郷土の宝を未来へつなぐ〜

〜スポーツで笑顔と健康の輪を広げる〜

町民文化祭などの活動

を支援し、誰もが身近

に芸術に触れられる機

会を増やします。

国指定史跡「館城跡」の整備を進め、歴史

学習や観光に活かします。

「鹿子舞」などの伝統芸能を次世代へ引き

継ぐ活動を支援します。

　教育とは、種をまき、水をやり、長い時間をかけて豊かな花を咲かせる営みです。

　今すぐに結果は見えなくとも、今日子どもたちに注いだ愛情や、整えた学びの環境は、数年

後、数十年後の厚沢部町を支える大きな力となると確信しています。

　「厚沢部で育ってよかった」「この町で子育てをしたい」。そう心から思える町を目指し、

私たちは現場の声に耳を傾け、町民の皆様と手を取り合いながら、誠心誠意取り組んでまいり

ます。皆様のより一層のご理解とご協力を賜りますよう、心よりお願い申し上げます 。

教育長　髙　野　政　人

トップアスリートとの

交流など、スポーツに

親しむきっかけをつく

ります。

部活動の地域展開につ

いては、地域の実情に

合わせ、関係者と相談

しながら進めます。

社会教育

青少年の健全育成 生涯学習基盤の強化

〜地域で子どもを見守り、育む〜 〜いつでも、誰でも学べる環境づくり〜

体験活動や「創造の翼（修学旅行支援）」

を通じ、豊かな人間性と町への誇りを育て

ます。

「早寝早起き朝ごはん」

運動など、家庭の教育力

を地域全体でサポートし

ます。

移動図書館バスや読み聞かせボランティア

の育成により、本に親しむ習慣を広めま

す。

高齢者の皆様が、長年

培った知識や経験を活

かして輝ける場を提供

します。

町全体が学び舎「５つの柱」

子どもたちがプロの技

に触れる「本物体験」

の機会を提供します。
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表彰区分 表彰者氏名 主 な 活 躍 ・ 功 績 内 容

文化功労賞 阿
あ べ

部　利
とし

男
お

永年にわたり当路鹿子舞の伝承者として活動された

文化功労賞 相
あいざわ

澤喜
き み お

美雄 永年にわたり安野呂鹿子舞の伝承者として活動された

文化功労賞 澤
さわぐち

口　一
かず

雄
お

永年にわたり土橋鹿子舞の伝承者として活動された

文化功労賞 濱
はま

谷
や

　　榮
さかえ

永年にわたり上俄虫鹿子舞の伝承者として活動された

文化功労賞 平
ひら

田
た

　哲
てつ

雄
お

永年にわたり土橋鹿子舞の伝承者として活動された

文化功労賞 福
ふく

田
だ

　壽
としあき

明 永年にわたり目名権現獅子舞の伝承者として活動された

スポーツ奨励賞 西
にしぐち

口　絢
あ や と

翔 第61回北海道空手道選抜選手権大会、組手の部　準優勝（館小１年生)

スポーツ奨励賞 加
か

向
むき

　春
はる

翔
と 第61回北海道空手道選抜選手権大会、組手の部　準優勝、

　　　　　　　　　　　　　　　　　形の部　　準優勝（厚沢部小３年生)

スポーツ奨励賞 山
やまもと

本　陽
はる

翔
と 第61回北海道空手道選抜選手権大会、組手の部　準優勝

　　　　　　　　　　　　　　　　　形の部　　準優勝（厚沢部小６年生）

スポーツ奨励賞 藤
ふじしま

島　　奏
かなで 第61回北海道空手道選抜選手権大会、組手の部　第３位、

　　　　　　　　　　　　　　　　　形の部　　準優勝（厚沢部中２年生)

スポーツ奨励賞 今
いま

井
い

　蒼
あ

月
つき 第61回北海道空手道選抜選手権大会、組手の部　優勝、

　　　　　　　　　　　　　　　　　形の部　　優勝　 （厚沢部中３年生)

スポーツ奨励賞 服
はっとり

部　準
じゅんた

大
第43回　北海道小学生陸上競技大会
　　　 ５年男子ジャベリックボール投　１位（59ｍ58)　（厚沢部小５年生）

スポーツ奨励賞 桂
かつら

川
がわ

　　紗
すず

第45回道新杯北海道小学生卓球大会　３年生以下女子の部　第３位
全農杯2025年北海道卓球選手権大会　バンビ女子の部　　　第２位
2025年全日本卓球選手権大会　出場　　　　　　　　　 （厚沢部小２年生）

　

３
月
24
日

（火）
、
教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
の
分
野
で
優
秀
な
成
績
を
残
し
た
町
民

を
表
彰
す
る
「
令
和
７
年
度
厚
沢
部
町
教

育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
表
彰
式
」
が
町
図

書
館
視
聴
覚
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
13
個
人
が
受
賞
し
、
髙
野
政

人
教
育
長
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

▲前列左から服部さん、桂川さん、髙野教育長、西口さん、加向さん、山本さん
　後列左から阿部さん、相澤さん、福田さん、平田さん、今井さん、藤島さん（澤口さん、濱谷さんは欠席）

　
教
育
・
文
化
・

　
　
ス
ポ
ー
ツ
表
彰

　

厚
沢
部
小
学
校
・
藤
田
恭

太
朗
教
諭
と
厚
沢
部
中
学
校

教
職
員
一
同
は
、
令
和
７
年

度
文
部
科
学
大
臣
優
秀
教
職

員
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

藤
田
教
諭
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
し
た
道
徳
教
育
に
精
力
的

に
取
り
組
ん
だ
功
績
が
評
価

さ
れ
、
厚
沢
部
中
学
校
は
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
効
果
的

な
学
習
指
導
の
実
践
や
校
内

研
修
に
取
り
組
ん
だ
功
績
が

評
価
さ
れ
て
の
受
賞
と
な
り

ま
し
た
。

▲▲左から藤田教諭、厚沢部中玉置校長先生、早川檜山教育局長左から藤田教諭、厚沢部中玉置校長先生、早川檜山教育局長▲▲左から大本栄養教諭、服部準大さん、早川檜山教育局長左から大本栄養教諭、服部準大さん、早川檜山教育局長

　

厚
沢
部
小
学
校
・
大
本
真

由
栄
養
教
諭
と
厚
沢
部
小
学

校
５
年
・
服
部
準
大
さ
ん

は
、
令
和
７
年
度
檜
山
管
内

教
育
実
践
表
彰
を
受
賞
し
ま

し
た
。（
大
本
教
諭
は
北
海
道

表
彰
も
あ
わ
せ
て
受
賞
）
大

本
教
諭
は
、
町
内
に
お
い
て

創
意
工
夫
あ
る
食
育
・
給
食

指
導
を
展
開
し
て
い
る
こ
と

が
評
価
さ
れ
、
服
部
さ
ん
は
、

ジ
ャ
ベ
リ
ッ
ク
ボ
ー
ル
投
げ

で
北
海
道
記
録
を
更
新
し
て

優
勝
す
る
等
の
功
績
が
評
価

さ
れ
、
受
賞
し
ま
し
た
。

青
山
ト
ヨ
さ
ん

百
歳
お
め
で
と
う
！

　

３
月
19
日

（木）
、
百
歳
を
迎
え
ら
れ
た
青
山
ト
ヨ
さ

ん
（
字
中
館
在
住
）
に
対
し
、
町
長
か
ら
「
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
い
て
く
だ

さ
い
」
の
言
葉
と
共
に
、
褒
状
と
長
寿
祝
金
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

●
金
婚
式
を
お
祝
い

　

同
日
、
金
婚
式
を
迎
え
ら
れ
た
青
山
隆
さ
ん
、
時

子
さ
ん
ご
夫
妻
へ
町
長
か
ら
褒
状
と
記
念
品
の
贈
呈

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

▲左から金婚式を迎えられた青山時子さん、隆さん、
　百歳を迎えられた青山トヨさん

（
赤
い
羽
根
共
同
募
金
）

福
祉
有
償
運
送
車

　
　
　
　

が
納
車

　

３
月
10
日

（火）
、
厚
沢
部
町
社
会

福
祉
協
議
会
に
「
赤
い
羽
根
共
同

募
金
」
の
助
成
に
よ
り
、
福
祉
有

償
運
送
車
が
新
た
に
納
車
さ
れ
ま

し
た
。

　

旧
車
は
約
23
年
間
、
福
祉
有
償

運
送
に
活
用
さ
れ
て
お
り
ま
し

た
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
の
川
村
事
務

局
長
は
、「
あ
り
が
た
く
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
く
。
町
民
の
皆
様
に

安
心
し
て
乗
っ
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

令
和
８
年
『
第
１
回
厚
沢
部
町
議
会
定
例
会
』
が
３
月
３
日

（火）‌

か
ら
３

日
間
開
催
さ
れ
、
令
和
７
年
度
『
一
般
会
計
』
及
び
『
各
特
別
会
計
』
の

補
正
予
算
や
令
和
８
年
度
『
一
般
会
計
』
及
び
『
各
特
別
会
計
』
の
予
算
、

条
例
の
改
正
・
制
定
案
30
件
な
ど
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
議
事
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、『
議
会
だ
よ
り
５
月
号
』
及
び

『
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
』
で
お
伝
え
し
ま
す
。

【
一
般
会
計
予
算
補
正
】

　

令
和
７
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
案
は
７
６
１
６
万
７
千
円
を
減

額
し
、
総
額
を
60
憶
２
０
０
万
５

千
円
と
し
ま
し
た
。

　

増
額
補
正
の
主
な
内
容
は
、
財

政
調
整
基
金
や
減
債
基
金
等
の
積

立
金
、
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別

会
計
繰
出
金
、
障
害
者
自
立
支
援

給
付
費
扶
助
費
、
介
護
保
険
事
業

特
別
会
計
繰
出
金
、
国
保
病
院
事

業
会
計
繰
出
金
、
担
い
手
確
保
・

経
営
強
化
支
援
事
業
費
補
助
金
、

森
林
環
境
譲
与
税
基
金
積
立
金
、

地
域　

農
業
構
造
転
換
支
援
事
業

費
補
助
金
、
小
規
模
災
害
復
旧
事

業
費
補
助
金
の
繰
越
明
許
費
な
ど

で
す
。 第

１
回
町
議
会
定
例
会

【
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
】

　

厚
沢
部
町
議
会
の
議
員
の
議
員

報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る

条
例
の
ほ
か
、
10
件
の
条
例
の
一

部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

【
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
】

　

北
海
道
宿
泊
税
条
例
の
施
行
に

伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る

条
例
、
厚
沢
部
町
道
の
駅
物
産
館

の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

【
過
疎
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
】

　

計
画
期
間
が
終
了
す
る
厚
沢
部

町
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
市
町
村

計
画
の
、
新
た
な
計
画
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

教 育 実 践 表 彰 受 賞
厚沢部小 藤田教諭・厚沢部中学校
文部科学大臣優秀教職員表彰受賞 
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町
は
、
令
和
７
年
度
後
継
就
農
者
に
城
丘
・
大
森
秀
行
さ
ん
（
50
歳
）、

館
町
・
川
股
弘
樹
さ
ん
（
28
歳
）
、
赤
沼
町
・
宮
田
旬
さ
ん
（
47
歳
）
、
当
路
・

山
田
祐
奈
さ
ん
（
31
歳
）
を
認
定
し
、
３
月
12
日

（木）
、
『
令
和
７
年
度
後
継

就
農
者
認
定
式
』
を
開
催
。
認
定
証
と
奨
励
金
（
50
万
円
）
を
交
付
し
ま
し

た
。
４
名
の
今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

令
和
７
年
度　

　
　

後
継
就
農
者
４
名
を
認
定

▲左から宮田さん、佐藤町長、川股さん、大森さん（山田さんは欠席）

　

令
和
７
年
度
北
海
道
指
導
農
業

士
称
号
贈
呈
式
に
お
い
て
、新
町
・

相
良
洋
平
さ
ん
と
、
当
路
・
伊
藤

明
博
さ
ん
の
２
名
が
北
海
道
指
導

農
業
士
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

相
良
さ
ん
は
、平
成
30
年
に
父
・

一
之
さ
ん
か
ら
経
営
を
引
き
継
い

で
以
降
、
主
要
作
物
を
カ
ボ
チ
ャ

に
変
更
。
カ
ボ
チ
ャ
の
ブ
ラ
ン
ド

「
さ
が
ら
マ
ロ
ン
」
と
し
て
、
海

外
へ
も
出
荷
し
て
い
ま
す
。
ま
た

労
働
力
不
足
を
解
消
す
る
た
め
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
募
集
し
、
全
国

各
地
か
ら
人
員
を
確
保
す
る
等
、

革
新
的
な
取
組
を
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

伊
藤
さ
ん
は
、平
成
29
年
に
父
・

克
博
さ
ん
か
ら
経
営
を
引
き
継
い

で
以
降
、
麦
や
豆
等
の
土
地
利
用

型
作
物
の
作
付
面
積
を
拡
大
。
販

売
先
と
籾
摺
り
や
選
別
が
不
要
な

出
荷
契
約
を
す
る
等
、
負
担
軽
減

に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。
ま
た
、

Ｗ
Ｃ
Ｓ
用
稲
の
作
業
受
託
を
行
う

会
社
を
地
区
内
の
農
家
と
共
同
で

設
立
し
、
地
域
の
労
働
力
不
足
改

　

北
海
道
指
導
農
業
士
に

　
　

新
町
・
相
良 

洋
平
氏
、

　
　

当
路
・
伊
藤 

明
博
氏
が
認
定

▲伊藤明博さん ▲相良洋平さん

善
に
も
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

相
良
さ
ん
は
「
ス
マ
ー
ト
農
業

の
普
及
に
尽
力
し
た
い
。
ま
た
、

自
身
の
経
験
か
ら
得
た
ノ
ウ
ハ
ウ

を
広
く
農
業
者
へ
共
有
し
て
い
き

た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
、
伊
藤
さ

ん
は
「
自
身
の
経
営
の
効
率
化
だ

け
で
は
な
く
、
地
域
全
体
の
作
業

効
率
を
高
め
る
こ
と
に
も
尽
力
し

て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
ま

し
た
。

地
区
別
農
業
懇
談
会

を
実
施
し
ま
し
た

　

町
は
、
２
月
25
日

（水）
・
26
日

（木）

に
地
区
別
農
業
懇
談
会
を
厚
沢

部
、
鶉
、
館
の
３
会
場
で
実
施
し
、

３
地
区
で
約
１
０
０
名
の
営
農
者

が
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
懇
談
会

は
、
営
農
者
と
行
政
が
町
の
農
業

の
今
後
に
つ
い
て
情
報
提
供
や
意

見
交
換
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
実

施
。
町
か
ら
関
連
事
業
や
支
援
制

度
等
の
説
明
を
行
っ
た
後
、
営
農

者
か
ら
町
単
独
補
助
事
業
に
対
す

る
改
善
点
、
新
規
事
業
へ
の
提
案

等
、
ご
意
見
を
頂
戴
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
い
た
だ
い
た
ご
意

見
は
今
後
の
参
考
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

 

厚
沢
部
町

�

１
５
０
周
年

　

厚
沢
部
町
は
、
明
治
９
年

（
１
８
７
６
年
）５
月
に
戸こ

ち
ょ
う
や
く
ば

長
役
場

が
設
置
さ
れ
て
以
来
、
本
年
で

１
５
０
周
年
と
い
う
歴
史
的
な
節

目
を
迎
え
ま
す
。

　

秋
こ
ろ
、
１
５
０
周
年
記
念
事

業
を
行
う
予
定
で
す
。
記
念
事
業

を
通
じ
て
、
町
民
の
皆
様
と
共
に

お
祝
い
を
し
、
喜
び
を
分
か
ち
合

い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
記
念

事
業
詳
細
に
つ
い
て
は
後
日
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

 

ハ
マ
ナ
ス
ク
ラ
ブ

ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
設
置

　

ハ
マ
ナ
ス
ク
ラ
ブ
う
ず
ら
店

（
素
敵
な
過
疎
づ
く
り
㈱
運
営
）

は
、
屋
根
置
き
の
太
陽
光
発
電
設

備
を
設
置
し
ま
し
た
。
発
電
電
力

は
店
舗
内
で
使
用
す
る
ほ
か
、
蓄

電
池
を
併
せ
て
設
置
し
蓄
電
す
る

こ
と
に
よ
り
、
夜
間
も
店
舗
内
に

電
力
を
供
給
で
き
る
仕
組
み
で

す
。
こ
れ
に
よ
り
電
気
代
の
削
減

に
つ
な
が
る
ほ
か
、
災
害
等
に
よ

る
停
電
の
場
合
で
も
継
続
し
た
運

営
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

今
後
も
鶉
地
区
に
お
け
る
唯
一

の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
持

続
可
能
な
運
営
に
引
き
続
き
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

▲屋根上にソーラーパネルを設置

 
戦
後
80
年
記
念

　 
石
碑
を
設
置

　

本
町
に
建
つ
忠
魂
碑
の
隣
に
、

戦
後
80
年
を
記
念
し
て
、
遺
族
会

に
よ
り
石
碑
が
設
置
さ
れ
ま
し

た
。
石
碑
に
は
、
戦
没
者
を
示
す

位
置
図
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

▲新たに設置された石碑（右） ▲館地区の様子

自
衛
隊
入
隊
予
定
者
激
励
会

　

３
月
18
日

（水）
、
令
和
７
年
度
厚

沢
部
町
自
衛
隊
入
隊
予
定
者
激
励

会
が
厚
沢
部
町
役
場
で
行
わ
れ
、

入
隊
予
定
者
と
し
て
、
田
畑
悠
翔

さ
ん
、
赤
石
篤
生
さ
ん
、
今
井
悠

月
さ
ん
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

防
衛
大
臣
や
北
海
道
知
事
、
先

輩
隊
員
か
ら
の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー

ジ
や
激
励
の
言
葉
、
町
か
ら
の
記

念
品
贈
呈
等
を
受
け
て
、
入
隊
予

定
者
代
表
の
赤
石
篤
生
さ
ん
は
、

「
こ
の
よ
う
な
式
典
を
開
催
し
て

い
た
だ
い
て
大
変
あ
り
が
た
い
。

能
登
半
島
地
震
の
被
災
地
で
尽
力

さ
れ
て
い
た
自
衛
隊
の
方
々
を
メ

デ
ィ
ア
で
見
て
、
私
も
人
の
役
に

立
ち
た
い
と
志
願
し
た
。
入
隊
後
、

一
生
懸
命
頑
張
っ
て
い
く
」
と
力

強
く
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

▲関係者、ご家族と記念撮影

▲入隊予定者の３名（左から田畑さん、赤石さん、今井さん）

▲石碑に刻まれた戦没者を示す位置図
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３
月
15
日

（日）
、
東
京
厚
沢
部
会
総
会
・
懇
親
会
が
東
京
グ

リ
ー
ン
パ
レ
ス
で
開
催
さ
れ
、
会
員
や
佐
藤
町
長
、
議
員
ら

57
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
北
尾
實
会
長
は
挨
拶
で
「
ま
た
来

た
い
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
今
後
の
活
動
を
盛
り
上

げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

懇
親
会
場
で
は
昨
年
25
周
年
の
特
別
事
業
と
し
て
披
露
さ

れ
た
「
土
橋
鹿
子
舞
」
の
映
像
放
映
や
牛
久
相
撲
甚
句
の
披

露
等
で
、
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

東
京
厚
沢
部
会

　

総
会
・
懇
親
会
を

　
　

盛
大
に
開
催
！

▲参加者で記念撮影。楽しい時間はあっという間に過ぎました。

素敵な過疎のまちのあゆみ

　

３
月
28
日

（土）
、
認
定
こ
ど
も
園
は
ぜ
る『
卒

園
式
』
が
同
園
で
行
わ
れ
、
16
名
が
こ
ど
も

園
に
別
れ
を
告
げ
ま
し
た
。
斎
藤
紋
子
園
長

か
ら
証
書
を
受
け
取
る
際
、
「
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
！
」
と
大
き
な
声
で
園
長
先
生

の
顔
を
見
な
が
ら
し
っ
か
り
お
礼
を
言
う
園

児
達
。
立
派
に
成
長
し
た
姿
を

新
小
学
１
年
生
の

み
な
さ
ん
へ

　

新
小
学
一
年
生
の
み
な
さ
ん
へ

第
一
生
命
保
険
㈱
か
ら
「
タ
オ
ル

チ
ー
フ
」
を
、
商
工
会
女
性
部
か

ら
「
木
製
タ
ブ
レ
ッ
ト
ス
タ
ン
ド
」

を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

商工会女性部から 第一生命保険㈱から

　

３
月
22
日

（日）
、
館
町
町
内
会
は
、
防
災
・
防
犯
研
修
会
を

実
施
し
ま
し
た
。
山
谷
館
駐
在
所
長
の
ほ
か
、
厚
沢
部
消
防

署
、
厚
沢
部
町
役
場
の
職
員
か
ら
、
日
頃
の
防
犯
や
防
災
に

対
す
る
考
え
方
や
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
用
い
た
救
急
対
応
の
方
法
な

ど
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　

「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
が
普
及
し
て
き
て
い
る
が
、
災
害
時

停
電
し
て
い
る
と
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
で
支
払
い
が
で
き
な

い
。
現
金
が
必
要
に
な
る
」
等
の
具
体
的
な
話
に
、
参
加
し

た
約
20
名
の
町
民
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

館
町
町
内
会

防
災
・
防
犯
研
修
会

▲山谷所長からは、巧妙な詐欺への対処法が説明されました。

 

各
厚
沢
部
会
で
は
会
員
を

　
　
　
　

 

募
集
し
て
い
ま
す
！

　

厚
沢
部
町
の
「
ふ
る
さ
と
会
」
は
、
上
記
、
東
京
厚
沢
部

会
の
ほ
か
、
札
幌
厚
沢
部
会
、
函
館
厚
沢
部
会
が
あ
り
ま
す
。

　

厚
沢
部
町
出
身
の
方
や
、
町
に
ゆ
か
り
が
あ
る
方
、
こ
れ

か
ら
深
く
厚
沢
部
町
を
知
っ
て
い
き
た
い
方
も
ぜ
ひ
、
ご
家

族
、
ご
友
人
を
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

各
ふ
る
さ
と
会
の
問
合
せ
先
は
左
記
の
通
り
で
す
。

　　
　

●
東
京
厚
沢
部
会　

事
務
局　

干
山
清
一

　
　
　

☎
０
９
０
‐
９
１
５
８
‐
９
５
５
１

　
　
　

メ
ー
ル　

seiichi-hoshi@ozzio.jp

　
　

●
札
幌
厚
沢
部
会　

会
長　
　

唐
川
秀
昭

　
　
　

☎
０
１
１
‐
８
９
６
‐
７
１
３
５

　
　

●
函
館
厚
沢
部
会　

事
務
局　

大
杉
幸
政

　
　
　

☎
０
１
３
８
‐
８
３
‐
１
４
１
１　

披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。『
花
束
プ
レ
ゼ
ン

ト
』
で
は
、緊
張
か
ら
涙
を
流
し
な
が
ら
も
、

し
っ
か
り
と
お
母
さ
ん
・
お
父
さ
ん
な
ど
に

感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
ま
し
た
。
こ
ど
も
園

で
学
ん
だ
こ
と
を
忘
れ
ず
に
小
学
校
で
も
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
！

　
　
　

『
は
ぜ
る
卒
園
式
』

　
　
　
　
　
　
　

感
謝
の
思
い
を
言
葉
で
言
葉
で
伝
え
る
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社
会
教
育
通
信

森
を
知
る
も
の
づ
く
り 

　

２
月
28
日

（土）
、
緑
町
の
加
藤
一

彦
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
厚
沢
部

の
森
に
つ
い
て
学
ぶ
学
習
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
広
葉
樹
と
針
葉
樹

の
違
い
の
ほ
か
、
南
北
に
長
い
日

本
列
島
の
森
林
の
特
徴
な
ど
に
つ

い
て
学
び
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
当
た
り
前
の

景
色
だ
と
思
っ
て
い
た
森
が
、
実

は
特
別
な
条
件
で
成
り
立
っ
て
い

る
こ
と
に
驚
い
た
」「
見
慣
れ
た
風

景
や
道
路
脇
の
森
も
、
こ
れ
ま
で

と
は
違
っ
て
見
え
る
よ
う
に
な
っ

た
」
と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
ま
し

た
。

お
す
す
め
新
着
図
書

　　　　　　－教育委員会だより－－教育委員会だより－

か
だ
っ
こ
餅
づ
く
り

�

に
挑
戦

●「
バ
バ
ヤ
ガ
の
夜
（
文
庫
本
）」

王
谷
晶（
著
）（
河
出
書
房
新
社
）

　

腕
を
買
わ
れ
、
暴
力
団
会
長
の

一
人
娘
の
護
衛
と
な
っ
た
依
子
。

過
酷
な
運
命
を
背
負
う
女
性
達
の

バ
イ
オ
レ
ン
ス
ア
ク
シ
ョ
ン
ス

ト
ー
リ
ー
。
日
本
人
作
家
初
の
ダ

ガ
ー
賞
受
賞
作
品
。

●「
ア
リ
ア
ド
ネ
の
声
」

井
上
真
偽（
著
）（
幻
冬
舎
文
庫
刊
）

　

倒
壊
し
た
商
業
施
設
内
、
最
後

の
救
助
者
は
、
盲
ろ
う
者
の
女
性
。

時
間
が
迫
る
中
、
無
音
の
闇
に
取

り
残
さ
れ
た
彼
女
を
救
い
出
せ
る

か
。
救
助
ミ
ス
テ
リ
ー
。

　

学
習
会
の
後
半
で
は
、
枝
を
使

っ
た
ス
ト
ラ
ッ
プ
づ
く
り
を
行
い

ま
し
た
。
２
種
類
の
紙
や
す
り
で

木
の
枝
を
削
っ
て
な
め
ら
か
に
仕

上
げ
、
絵
を
描
い
た
プ
ラ
板
と
合

わ
せ
て
金
具
を
取
り
付
け
て
完
成

さ
せ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
「
木
を
な
め
ら
か
に

す
る
作
業
が
楽
し
か
っ
た
」「
今
度

木
を
拾
っ
た
ら
自
分
で
も
ス
ト
ラ

ッ
プ
を
作
っ
て
み
た
い
」
と
話
し

な
が
ら
、
熱
心
に
作
業
に
取
り
組

ん
で
い
ま
し
た
。

　

３
月
14
日

（土）
、赤
沼
町
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
で
「
む
か
し
の
遊
び
大

冒
険
」を
開
催
し
ま
し
た
。赤
沼
町

町
内
会
や
子
ど
も
会
、
ふ
れ
あ
い

サ
ロ
ン
赤
沼
の
み
な
さ
ん
の
協
力

に
よ
り
、
下
の
句
カ
ル
タ
や
カ
ー

リ
ン
コ
ン
、
メ
ン
コ
、
手
芸
、
あ
や

と
り
な
ど
、
体
を
使
っ
た
さ
ま
ざ

ま
な
遊
び
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

下
の
句
カ
ル
タ
で
は
、
周
囲
の

大
人
た
ち
か
ら
助
言
を
受
け
な
が

ら
、
低
学
年
か
ら
高
学
年
ま
で
一

緒
に
楽
し
む
姿
が
見
ら
れ
ま
し

た
。

　

３
月
５
日

（木）
、
厚
沢
部
中
学
校

に
お
い
て
、
新
し
い
学
習
用
端
末

「Chromebook

（
ク
ロ
ー
ム
ブ
ッ
ク
）」

の
手
渡
し
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今

回
の
端
末
更
新
は
、
ギ
ガ
ス
ク
ー
ル

構
想
第
２
期
の
幕
開
け
と
な
る
も
の

で
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
に
最
新
の
Ｉ

Ｃ
Ｔ
環
境
が
提
供
さ
れ
ま
す
。

大
切
に
す
る
心
を
育
む

　
　
　
　
　
　
　

手
渡
し
式

　

こ
の
日
の
式
典
は
、
単
な
る
機
器

の
配
布
で
は
な
く
、
情
報
社
会
の
責

中
学
校
体
育
祭
５
月
23
日

（土）

小
学
校
運
動
会
６
月
６
日

（土）

夏
休
み
７
月
25
日

（土）
～
８
月
23
日

（日）

小
学
校
学
習
発
表
会
10
月
17
日

（土）

中
学
校
文
化
祭
10
月
24
日

（土）

冬
休
み
12
月
26
日

（土）
～
１
月
14
日

（木）

中
学
校
卒
業
式
３
月
15
日

（月）

小
学
校
卒
業
式
３
月
19
日

（金）

修
了
式
３
月
26
日

（金）

今
年
度
の
主
な
学
校
行
事

ご卒業おめでとうございます！ご卒業おめでとうございます！

　町内の小・中学校で54人の卒業生が卒業式を迎え、

感謝の言葉を述べながら思い出を振り返りました。

新しいステージへの期待と不安を抱きつつ、卒業証

書を受け取る瞬間は温かな雰囲気に包まれ、成長を

感じさせました。卒業生の今後の人生が素晴らしい

ものでありますように。

▲厚沢部小学校

任
あ
る
担
い
手
を
育
て
る
「
デ
ジ

タ
ル
・
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
」
の

考
え
に
基
づ
い
て
実
施
さ
れ
ま
し

た
。

　

玉
置
校
長
か
ら
一
人
ず
つ
丁
寧

に
端
末
が
手
渡
さ
れ
る
と
、
生
徒

た
ち
は
新
し
い
「
相
棒
」
を
壊
さ

な
い
よ
う
、
赤
ち
ゃ
ん
を
優
し
く

抱
く
よ
う
な
「
赤
ち
ゃ
ん
抱
っ

こ
」
で
大
切
に
自
席
へ
と
運
び
ま

し
た
。
そ
の
姿
か
ら
は
、
こ
れ
か

ら
共
に
学
ん
で
い
く
道
具
へ
の
愛

着
と
、
責
任
を
持
っ
て
使
お
う
と

い
う
決
意
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

全
小
中
学
校
へ
最
新
の
環
境
を

　

式
の
後
半
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援

心豊かに学び、 厚沢部町の未来を拓く人を育む

教育委員会だより

文責　厚沢部町教育委員会
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新
し
い
「
相
棒
」
と
と
も
に
、

未
来
の
学
び
が
ス
タ
ー
ト
！

～
町
内
小
中
学
校
で

最
新
の
学
習
用
端
末
を
配
布
～

▲館小学校

▲厚沢部中学校

４
月
の
主
な
学
校
行
事

６
日

（月）
各
校
始
業
式
・
入
学
式

８
日

（水）
町
教
研
総
会

15
日

（水）
厚
中
修
学
旅
行
（
～
18
日
）　

　
　
　

厚
中
学
力
テ
ス
ト

18
日

（土）
館
小
参
観
日

20
日

（月）
館
小
振
替
休

21
日

（火）
四
町
教
研
サ
ー
ク
ル

23
日

（木）
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査

　
　
　

（
小 

国
算 

中 

国
数
）

24
日

（金）
厚
小
参
観
日

27
日

（月）
厚
中
参
観
日

28
日

（火）
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査

　
　
　

（
中 

英
）

員
か
ら
基
本
操
作
や
取
り
扱
い
の

注
意
点
に
つ
い
て
の
ガ
イ
ダ
ン
ス

が
行
わ
れ
、
生
徒
た
ち
は
期
待
に

胸
を
膨
ら
ま
せ
な
が
ら
、
新
端
末

の
感
触
を
確
か
め
て
い
ま
し
た
。 

同
様
の
最
新
端
末
は
厚
小
、
館
小

の
児
童
に
も
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

枝とプラ板を組み合わせた枝とプラ板を組み合わせた
ストラップが完成しました。ストラップが完成しました。

　

３
月
８
日

（日）
、
か
だ
っ
こ
餅
づ

く
り
を
行
い
ま
し
た
。
食
生
活
改

善
協
議
会
の
み
な
さ
ん
の
指
導
を

受
け
な
が
ら
、
参
加
者
は
初
め
て

の
か
だ
っ
こ
餅
づ
く
り
に
挑
戦
し

ま
し
た
。

　

大
き
な
ね
り
鉢
に
米
粉
や
砂
糖

を
入
れ
て
混
ぜ
、
か
だ
っ
こ
餅
の

タ
ネ
を
作
り
ま
し
た
。
練
り
合
わ

せ
る
作
業
は
思
っ
た
以
上
に
力
が

必
要
で
、
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち

か
ら
は
「
か
だ
っ
こ
餅
を
こ
ね
る

の
が
と
て
も
大
変
だ
っ
た
」
と

い
っ
た
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

ねっぱって、手袋が脱げそう！ねっぱって、手袋が脱げそう！

昔
の
あ
そ
び

�

大
冒
険低学年から高学年まで低学年から高学年まで

真剣勝負を楽しみました。真剣勝負を楽しみました。
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ね
ん
き
ん

ね
ん
き
ん
講
座
講
座

　

令
和
８
年
度
の
国
民
年
金
保
険

料
は
、
月
額
１
７
，
９
２
０
円
と

な
り
ま
し
た
。

《
こ
ん
な
時
に
は
、

　
　
　
　
　

こ
ん
な
手
続
き
を
》

　

国
民
年
金
は
、
日
本
国
内
に
住

所
が
あ
る
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の

方
が
加
入
す
る
制
度
で
す
。
届
出

を
忘
れ
る
と
将
来
受
け
取
る
年
金

額
が
少
な
く
な
っ
た
り
、
受
け
ら

れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

次
の
よ
う
な
と
き
に
は
市
区
町
村

窓
口
で
の
届
出
が
必
要
で
す
。

○
20
歳
に
な
っ
た
と
き

　

厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
な
い

方
が
20
歳
に
な
っ
た
と
き
は
、
日

本
年
金
機
構
よ
り
、
国
民
年
金
加

入
の
お
知
ら
せ
が
届
き
ま
す
。　

　

学
生
で
あ
っ
て
保
険
料
の
納
付

が
困
難
な
場
合
に
は
、
在
学
中
の

納
付
を
猶
予
す
る
「
学
生
納
付
特

例
制
度
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
会
社
を
退
職
し
た
と
き

　

60
歳
に
な
る
前
に
会
社
な
ど
を

退
職
し
た
と
き
は
「
国
民
年
金
被

保
険
者
資
格
取
得
届
」
を
提
出
し

な
け
れ
ば
、
年
金
の
切
替
が
行
わ

れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

○
収
入
が
増
え
、
被
扶
養
配
偶
者

　

で
な
く
な
っ
た
と
き

　

収
入
が
増
え
、
会
社
員
や
公
務

員
な
ど
の
被
扶
養
配
偶
者
で
な
く

な
っ
た
と
き
は
「
国
民
年
金
被
保

険
者
種
別
変
更
届
」
の
提
出
が
必

要
で
す
。

★
ご
不
明
な
点
等
あ
り
ま
し
た
ら

　

住
民
税
務
課
住
民
係
へ

�

☎
６
４-

３
３
１
３

令
和
８
年
度
国
民
年
金
保
険
料
に
つ
い
て

◎�

農
業
集
落
排
水
施
設
（
下
水
道
）

へ
の
接
続
に
つ
い
て

　

農
業
集
落
排
水
区
域
（
本
町
、
新

町
、
赤
沼
町
、
緑
町
、
富
栄
、
館

町
の
一
部
）
に
お
住
ま
い
の
ご
家

庭
や
事
業
所
で
は
水
洗
ト
イ
レ
へ

の
改
造
や
生
活
雑
排
水
（
台
所
、
浴

室
、
洗
面
、
洗
濯
等
）の
接
続
が
可

能
で
す
。
快
適
な
生
活
環
境
の
確

保
と
河
川
等
の
水
質
保
全
を
図
る

た
め
に
農
業
集
落
排
水
施
設
へ
の

接
続
に
つ
い
て
の
検
討
を
お
願
い

し
ま
す
。
な
お
、
町
で
は
「
合
併

処
理
浄
化
槽
設
置
工
事
や
改
造
工

事
、
維
持
管
理
に
要
す
る
経
費
に

対
し
て
の
補
助
制
度
」
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

◎
水
質
検
査
計
画
の
策
定
と
水
質

　

検
査
等
結
果
の
公
表
に
つ
い
て

　

令
和
８
年
度
「
厚
沢
部
町
水
質

検
査
計
画
」
及
び
「
定
期
の
水
質

検
査
結
果
」
を
建
設
水
道
課
上
下

水
道
係（
役
場
２
階
）や
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
開
し
ま
す
の
で
、
ご

覧
く
だ
さ
い
。

☆
詳
し
く
は
建
設
水
道
課
上
下
水

　

道
係
へ
、
お
気
軽
に
ど
う
ぞ　

☎
６
４
‐
３
３
１
６

上
下
水
道
係
か
ら
お
知
ら
せ

大谷農場事務所と田植え風景
（北海道大学付属図書館所蔵）

　

私
が
法
テ
ラ
ス
江
差
法
律
事
務

所
に
赴
任
し
た
の
は
、
令
和
６
年

４
月
１
日
で
し
た
。
ち
ょ
う
ど
２

年
に
な
り
ま
す
。
令
和
８
年
３
月

31
日
を
も
ち
ま
し
て
、
私
は
法
テ

ラ
ス
江
差
法
律
事
務
所
を
退
任
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

北
海
道
で
の
生
活
は
檜
山
が
初

め
て
で
し
た
の
で
、
赴
任
し
た
始

め
の
頃
は
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
な

こ
と
が
あ
る
の
か
緊
張
し
て
お
り

ま
し
た
。

　

２
年
間
を
通
し
て
、
私
は
北
海

道
の
自
然
の
厳
し
さ
や
そ
の
美
し

さ
に
圧
倒
さ
れ
る
こ
と
が
多
々
あ

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
私
は
檜
山
に
て
様
々
な

食
べ
物
や
お
酒
に
巡
り
合
う
こ
と

が
で
き
、
大
変
充
実
し
た
２
年
間

と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
檜
山
で
は
多
く
の
人

と
交
流
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
そ
こ
で
の
交
流
を
通
し
て
、

得
難
い
経
験
を
数
多
く
す
る
こ
と

が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
こ
こ
で

得
た
経
験
を
軸
に
さ
ら
に
飛
躍
で

き
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。

　

私
は
こ
の
２
年
間
で
、
赴
任
し

た
頃
よ
り
も
大
き
く
成
長
す
る
こ

と
が
で
き
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
さ
ら
に
精
進
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
が
退
任
し
た
後
の
４
月
１
日

以
降
は
、
愛
知
県
に
あ
り
ま
す
法

テ
ラ
ス
三
河
法
律
事
務
所
よ
り
佐

藤
広
弁
護
士
が
着
任
し
ま
す
。

　

２
年
間
、
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
法

テ
ラ
ス
江
差
法
律
事
務
所
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

★
ご
相
談
の
ご
予
約
は

０
５
０
‐
３
３
８
３
‐
５
５
６
３
へ

【
法
テ
ラ
ス
江
差

　
　
　

 

弁
護
士　

樋
口　

直
久
】

法
テ
ラ
ス
通
信
通
信

　

退
任
の
ご
挨
拶

vol.166

　

プ
ロ
マ
ネ

　

プ
ロ
マ
ネ
ノ
ー
ト

保
育
園
留
学
が
５
年
目
を
迎
え
ま
す

保
育
園
留
学
が
５
年
目
を
迎
え
ま
す

　

こ
ん
に
ち
は
、
地
域
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
蔡さ

い

で
す
。 

　

厚
沢
部
川
を
優
雅
に
泳
ぐ
白
鳥

を
見
た
と
き
、
「
白
鳥
さ
ん
も
こ

ど
も
園
あ
る
？
」
と
娘
の
一
言
。

白
鳥
家
族
も
保
育
園
留
学
を
し
に

来
て
い
た
の
か
も
。

　

３
月
、
保
育
園
留
学
を
き
っ
か

け
に
移
住
し
て
き
た
園
児
２
名
が

は
ぜ
る
を
卒
園
し
ま
し
た
。
小
学

校
で
も
白
鳥
の
よ
う
に
羽
ば
た
い

て
い
け
ま
す
よ
う
に
！

　

保
育
園
留
学
は
、
今
年
で
５
年

目
に
な
り
ま
す
。
令
和
６
年
度

の
１
６
８
組
、
２
６
８
人
の
留

学
児
に
対
し
、
令
和
７
年
度
は
、

２
４
０
組
、
３
５
０
名
が
訪
れ
、

そ
の
う
ち
、
海
外
の
子
は
40
名
以

上
い
ま
し
た
。

　

「
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
が
主
役
」

の
保
育
を
実
現
す
る
た
め
に
、
先

生
た
ち
が
候
補
地
の
選
定
か
ら
建

物
の
設
計
に
ま
で
関
わ
り
、
「
世

界
一
の
こ
ど
も
園
」
を
合
言
葉
に

し
て
き
た
は
ぜ
る
に
、
今
や
世
界

中
の
子
ど
も
た
ち
が
集
ま
っ
て
き

て
い
ま
す
。
「
世
界
一
、
本
当
に

い
け
る
か
も
」
と
、
先
生
た
ち
は

目
を
輝
か
せ
な
が
ら
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

　

毎
週
新
た
に
留
学
に
来
る
子
ど

も
た
ち
と
、
ド
キ
ド
キ
ワ
ク
ワ
ク

す
る
よ
う
な
出
会
い
を
重
ね
る
在

園
児
た
ち
も
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
能
力
が
高
ま
り
、
広
い
世
界

へ
の
興
味
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

「
多
様
性
・
多
言
語
の
あ
る
環
境

の
中
で
育
て
て
い
く
」
と
い
う
、

は
ぜ
る
立
ち
上
げ
当
初
か
ら
の
先

生
た
ち
の
願
い
も
叶
い
ま
し
た
。

　

理
想
的
な
環
境
の
中
で
、
日
々

た
く
さ
ん
の
思
い
出
を
作
っ
て
い

る
は
ぜ
る
は
、
ま
さ
に
世
界
一
の

園
だ
と
私
は
信
じ
て
い
ま
す
。

【
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

�

蔡さ
い　

　

越え

つ

せ

ん

あ
先
】

続
・
協
力
隊
新
聞

笑
顔
で
あ
っ
さ
ぶ
V

vol.40

　

こ
ん
に
ち
は
。
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
北
村
で
す
。

　

横
浜
市
か
ら
昨
年
７
月
に
引
っ

越
し
て
か
ら
約
８
カ
月
。
や
っ
と

厚
沢
部
町
で
の
暮
ら
し
に
も
慣
れ

て
き
て
、
５
歳
と
１
歳
の
息
子
た

ち
も
の
び
の
び
と
過
ご
し
て
い
る

様
子
が
見
ら
れ
一
安
心
し
て
い
ま

す
。
私
自
身
も
２
人
の
育
児
に
、

仕
事
に
、
ま
ち
の
行
事
や
町
内
会

に
と
、
初
め
て
の
経
験
だ
ら
け
で

緊
張
の
糸
が
張
っ
て
い
ま
し
た

が
、
少
し
ず
つ
力
を
抜
け
る
瞬
間

が
持
て
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。

　

こ
こ
に
至
る
ま
で
、「
子
ど
も

の
熱
が
出
た
！
」
や
、
「
〇
〇
が

欲
し
い
ん
だ
け
ど
、
ど
こ
に
行
け

ば
い
い
の
？
」
や
、
「
雪
道
の
運

転
、
ど
う
し
た
ら
い
い
の
？
」
な

ど
、
困
っ
た
と
き
に
本
当
に
色
ん

な
方
に
暮
ら
し
や
子
育
て
に
つ
い

て
の
あ
れ
こ
れ
を
教
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
都
心
部
で
は
お
よ
そ

調
べ
れ
ば
わ
か
っ
た
日
々
の
困
り

ご
と
も
、
厚
沢
部
で
は
調
べ
て
も

わ
か
ら
な
い
こ
と
が
多
く
て
、
誰

か
に
聞
く
し
か
な
い
。
で
も
、
だ

か
ら
こ
そ
話
せ
る
人
が
多
く
な
っ

て
、
人
口
は
少
な
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
私
の
孤
独
感
は
減
っ
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

（
た
ま
に
は
一
人
に
な
り
た
い

日
も
あ
り
ま
す
が（
笑
））
ス
ー

パ
ー
に
行
け
ば
、
誰
か
い
る
。
温

泉
に
行
っ
て
も
誰
か
い
る
。私
は
、

そ
ん
な
厚
沢
部
の
暮
ら
し
が
い
い

な
あ
と
思
い
ま
す
し
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
と
し
て
も
、
そ
の
等
身

大
の
「
い
い
な
あ
」
が
こ
ん
な
暮

ら
し
を
求
め
る
誰
か
に〝
伝
わ
る
〟

よ
う
、
情
報
発
信
を
続
け
て
い
け

た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
私
な
り
の
移
住
体
験
談

や
、
厚
沢
部
で
感
じ
た
「
い
い
な

あ
」
を
「Ins

tagra
m

（
イ
ン
ス
タ

グ
ラ
ム
）
」
や
「n

o+e

（
ノ
ー
ト
）
」

で
発
信
し
て
い
ま
す
。
よ
ろ
し
け

れ
ば
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

お
会
い
し
た
際
に
は
、
皆
さ
ま

の
厚
沢
部
町
で
の
暮
ら
し
の
楽
し

み
や
ま
ち
の
素
敵
を
教
え
て
も
ら

え
た
ら
嬉
し
い
で
す
。
今
後
と
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
地
域
お
こ
し
協
力
隊

�

北
村　

奈
津
希
】

２人の息子の育児にも奮闘中です！２人の息子の育児にも奮闘中です！

▲子育て家庭目線で情報発信しています！▲子育て家庭目線で情報発信しています！
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保　健　事　業 内　　　容 時　　期 対　　象 おすすめポイント

成　

人　

保　

健　

事　

業

健　
　

康　
　

診　
　

査

総　

合　

健　

診

若年者健診

血液・尿検査、血圧測定、
心電図検査、身体・腹囲測
定

①５月22日
　　 ～24日

②11月13日
　　 ～15日

20～39歳

①生活習慣病は症状
がないまま進行して
しまうのが特徴です。
年に１回ご自身の健
康チェックをしま
しょう。

②今年度は、健診結果
返却の際、ベジチェッ
クや全身の筋肉量測
定など５分程度で測
定できるイベントを
併せて実施します！

特定健診

40～74歳
国保、社保、
共済保険の
加入者

長寿健診 75歳以上

がん検診

胃：バリウム検査

40歳以上肺：胸部レントゲン検査

大腸：便潜血検査

前立腺：血液検査 50歳以上の男性

膵臓・胆道：血液検査 40歳以上

肝炎検診 血液検査 40歳以上

骨粗しょう症検診 足の踵の超音波検査 20歳以上の女性

ＡＢＣ検診
（ピロリ菌検査）

血液検査 20歳以上

国保病院で受ける
個別健診

おもに総合健診と同様 ６月～２月
総合検診を受け
られなかった方

平日に国保病院で特
定健診・がん検診を
受けられます。

ＪＡ巡回ドック
血液・尿検査、血圧測定、
心電図検査、各種がん検診

12月16日 ＪＡ組合員
ＪＡ組合員さんはこの
健診がおすすめです。

乳がん　　　
子宮がん検診

女性のための検診
６月２日
　～３日

20歳以上

集団検診の他、検診
日・医療機関を選べ
る個別検診も充実し
ています。個別がん検診 ７～２月

頭部検診
頭部ＭＲＡ・ＭＲＩ検査

頸部ＭＲＡ検査

①11月11日
～12月９日
②２月15日
～３月21日

20～74歳
脳や血管の状態がわ
かります。

　新年度がスタートしました。保健福祉センターなどで実施する『保健事業・介護予防事業』では、こ

どもから高齢者まで各年代にあわせた健診や教室などを行っています。是非ご利用ください。

　今年度も引き続き、各種健診が全て無料です。また、健診結果返却の際、ベジチェックや全身の筋肉

量測定など５分程度で測定できるイベントを併せて実施します！ぜひお申し込みください。

　自分の元気！健康！を見つけるきっかけにご利用ください。

≪保健事業・介護予防事業一覧≫
※詳細については、全戸・回覧チラシまたは郵送でお知らせします。
※�ご不明な点があれば成人・母子保健事業は保健福祉課健康増進係（TEL：64-3319）、介護予防事業は地域包括

支援センター（TEL：67-2299）にご相談ください。

保健事業・介護予防事業

　　　　　　　のお知らせ

保　健　事　業 内　　　容 時　期 対　象 おすすめポイント

結核検診 胸部レントゲン検査 ９月17日 18歳以上
各地区を検診バスが巡回
します。

肝がん検診 腹部エコー、血液検査他 10月24日 肝臓専門スタッフによるがん検診です。

予
防
接
種

定期予防接種

高齢者インフルエンザワクチン 10～12月 65歳以上 国保病院では無料で接種
ができます。高齢者新型コロナワクチン 未定 65歳以上

高齢者肺炎球菌ワクチン 未定 満65歳
65歳を迎えた方～66歳ま
での方が接種対象です。

帯状疱疹ワクチン 未定
50歳から

５歳刻みの年齢

定期接種は65歳から。
町では50歳からの５歳刻
みの年齢にも助成を実施。

運
動

フィットネス
スクール

ストレッチ、有酸素運動、
筋トレ、ヨガ、ズンバなど

６～９月
（年10回）

20～64歳
みんなで楽しく身体を動
かしリフレッシュ！

母
子
保
健
事
業

相
談
＆
健
診

乳児相談＆健診
身体と心の発達や目の検査、離乳
食やおやつなどの状況確認

就学前の幼
児がいる家
庭 に 送 付
される母子
カレンダー
をご覧下さ
い。

１～11ヶ月
同じ月齢の子どもが集ま
り、絵本の読み聞かせや
歯みがき指導、離乳食教
室を行います。衣類等のリ
サイクル用品もあります。

幼児相談＆健診 １～５歳

フッ素塗布 歯科検診・歯科指導・フッ素塗布 就学未満児

歯科診察や虫歯予防のた
めのフッ素塗布、虫歯が
あった場合には進行止め
の塗布もできます。

予
防
接
種

定期予防接種
５種混合、ロタ、肺炎球菌、Ｂ型
肝炎、ＢＣＧ、麻疹風疹、水痘、
日本脳炎、２種混合、子宮頸がん、
妊婦RSウイルスワクチン、おたふ
くかぜ、インフルエンザ

委託医療機
関の指定す
る日

対象者に
個別案内

疾病予防のために接種時
期が来たら早めに接種し
ましょう。今年度より妊
婦のRSウイルスワクチン
を助成します。

任意予防接種

不妊症・不育症
治療助成事業

不妊症または不育症と診断され、
治療等を行った夫婦に治療費を
助成（上限あり）

４～３月
町内在住夫婦

（所得制限あり）

検査・治療の費用を町が
助成します。申請・相談
等ご活用ください。

中学生ピロリ菌
対策事業

ピロリ菌の尿中抗体検査と除菌
治療費の助成

４～３月 中学２年生
早期に胃がんの原因とな
るピロリ菌を除去し、胃が
んのリスクを軽減します。

子
育
て
支
援
事
業

子育て広場
ぽてっ子

自由に集まって、お母さん同士情
報交換ができる場です。

月２回
妊婦～就園して
いないお子さん

と保護者

認定こども園はぜるの
「ぽてっと」で開催！子育
てが楽しくなる場です！

園開放
どんどんパーク

こども園内外でのイベントです。 月１～２回
就園していない
お子さんと
保護者

こども園を開放し、同年代
の子と遊ぶイベントです。

すまいる☀サンＤＡＹ
日曜日に親子で参加できるイベ
ントです。

未定
お子さんと
その家族

日曜日に親子で参加でき
る季節イベントです。

介
護
予
防
事
業

健
康
教
室
・
集
い

元気はつらつ教室 筋力アップとバランスを保つ運動
３地区で毎
月３～４回

55歳以上 みんなで楽しくお話をし
たり、体を動かすことで、
心も体も元気になります。さわやか教室 身体と頭の体操や作品づくりなど

毎月
（２～３回）

介護予防対象の
高齢者

介護予防フェア
介護や認知症など、高齢期に起こ
りやすい課題についての学習や
体験を実施

冬期間 住民
大切な家族のために介
護・認知症のポイントを
学びましょう。

サロン
地域ごとに開かれる交流の場。音
楽や作品作りなど

４～３月 各地区住民
心身の機能向上や健康維
持のための集いです。参
加者募集中！

今月は、 保健師　笹森　志穂です

ごめんください
　　保健師です！ 411
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【広報あっさぶは町ホームページでカラー配信しています】

（４食分）

今月の簡単レシピ

具だくさん豆乳スープ

　豆乳を使用することでスープがクリーミー

でやさしい口当たりになります。

　今回はコンソメを使用していますが、味噌

やしょうゆなど和風調味料でも相性良く仕上

がります。お肉や季節の野菜を加えるなどア

レンジ自在です！

食生活
改　善
協議会

【材料】 【数量】 【作り方】

玉ねぎ 1/4個 ①�玉ねぎ・人参・ベーコンは千切

りにします。しめじは小房に分

けておきます。

②�鍋にオリーブオイルを熱し、①

を炒めます。

③�火が通ったら火を消し、小麦粉

を加えて全体に馴染ませます。

水を少量ずつ加え、だまになら

ないよう水分を加えます。

④�火を弱火にしてコトコト煮込

み、コーンと豆、生クリーム、

豆乳、調味料を加えます。

※�豆乳を煮立たせないよう火加減

注意。

人参 ２ｃｍ

ハーフベーコン ４枚

しめじ 1/2房

オリーブオイル 大さじ１

●小麦粉 大さじ３

●水 400ｃｃ

コーン 大さじ２

蒸し豆 大さじ２

〇無調整豆乳 200ｃｃ

〇生クリーム 100ｃｃ

〇コンソメ １個

〇塩こしょう 少々

食改からのコ
メント

項 目 内 容

募集人数、任期 １４名、令和８年７月20日から令和11年７月19日までの３年間

職務内容 ・農業委員会総会における農地の権利移動等の審議、決定
・農地利用の最適化の推進(集積・集約化、遊休農地の発生防止・解消、地域
計画に関すること等）
・農業一般に関する調査及び情報の提供 等

推薦・応募の資格 農業に関する識見を有し、農地等の利用の最適化の推進に関すること及び農業
委員会の管轄に属することに関し、その職務を適切に行うことができる者

推薦・応募の方法 ①地域からの推薦 農業者３人以上が連名し代表者が文書をもって推薦
②団体からの推薦 農業者が組織する団体の代表者が文書をもって推薦
③一般応募
※所定の様式に必要事項を記入のうえ、農業委員会事務局へ提出（様式は、農
業委員会事務局で配布するほか、町ホームページからもダウンロード可能）

受付期間 令和８年３月26日(木)～４月30日(木) ※土・日・祝日を除く
午前８時30分～午後５時

委員の選考方法 農業委員候補者評価委員会において書類審査等を行い、評価委員会からの報告
をもとに、町長は予定者を決定し、議会の同意を得たうえで選任します。
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だ
さ
い

③�

馬
鈴
薯
の
野
良
生
え
は
必
ず
抜

き
取
り
ま
し
ょ
う

④�

馬
鈴
薯
の
４
年
輪
作
に
努
め
ま

し
ょ
う

⑤�

視
察
等
の
際
に
は
ブ
ー
ツ
カ

バ
ー
の
装
着
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う

⑥�

発
生
地
域
か
ら
の
土
の
侵
入
を

防
ぐ
た
め
、
自
動
車
や
農
業
機

械
の
洗
浄
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う

【
問
合
せ
先
】

　

農
林
課
農
業
振
興
係

�

☎
６
４
‐
３
３
１
４

　

厚
沢
部
町
農
業
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　

委
員
を
募
集
し
ま
す

　現在の農業委員の任期が、令和８年７月 19 日で満了することから、次のとおり農業委員の候

補者を募集します。詳細は、町ホームページでお知らせします。
� 【問合せ先】農業委員会事務局　☎６４‐３３１４

【
退
職
】

【
厚
沢
部
町
派
遣
終
了
】

【
北
海
道
へ
派
遣
】

【
総
務
財
政
課
】

【
政
策
推
進
課
】

【
住
民
税
務
課
】

【
保
健
福
祉
課
】

【
認
定
こ
ど
も
園
は
ぜ
る
】

【
農
林
課
】

【
建
設
水
道
課
】

【
出
納
課
】

【
国
保
病
院
】
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ニ
オ
イ
で
早
期
発
見　

認
知
機
能
チ
ェ
ッ
ク

　

軽
度
認
知
障
害（
Ｍ
Ｃ
Ｉ
）の
段

階
で
は
物
忘
れ
の
よ
う
な
典
型
的

な
症
状
の
前
に
、
匂
い
の
識
別
機

能
の
低
下
が
始
ま
っ
て
い
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

認
知
機
能
簡
易
嗅
覚
検
査
は
匂

い
を
嗅
ぐ
こ
と
で
認
知
機
能
レ
ベ

ル
を
判
定
す
る
も
の
で
す
。

　

Ｍ
Ｃ
Ｉ
は
ま
だ
認
知
症
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
早
期
に
兆
候
を
把
握

す
る
こ
と
で
、
治
療
や
生
活
習
慣

の
改
善
に
よ
り
、
認
知
機
能
の
低

下
を
抑
制
し
た
り
適
正
な
水
準
に

改
善
で
き
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。

　

厚
沢
部
町
国
保
病
院
で
こ
の
検

査
が
で
き
ま
す
。
６
種
類
の
匂
い

を
嗅
ぐ
だ
け
な
の
で
、
気
軽
に
受

け
て
い
た
だ
け
る
検
査
で
す
。
一

度
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

◆
自
己
負
担
額　

�

２
，
０
０
０
円
（
税
込
）

【
問
合
せ
・
予
約
先
】

　

厚
沢
部
町
国
民
健
康
保
険
病
院

�

☎
６
４
‐
３
０
３
６

ク
リ
ー
ン
作
戦
の
実
施

　

例
年
、
ご
協
力
を
頂
い
て
実
施

し
て
い
ま
す
ク
リ
ー
ン
作
戦
「
ポ

イ
捨
て
ゼ
ロ
の
日
」
に
つ
い
て
次

の
通
り
実
施
し
ま
す
。
町
民
皆
様

の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
！

■
日
時

令
和
８
年
４
月
18
日

（土）

　
　
　

午
前
８
時
30
分
～

■
実
施
場
所

　

回
覧
す
る
実
施
計
画
書
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他

●�

ゴ
ミ
袋
は
、
透
明
ま
た
は
半
透

明
で
中
身
が
確
認
で
き
る
も
の

を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

●�

燃
や
せ
る
・
燃
や
せ
な
い
ゴ
ミ

の
分
別
を
お
願
い
し
ま
す
。

●�

不
法
投
棄
を
発
見
し
た
場
合

は
、
問
合
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

●�

天
候
状
況
に
よ
り
、
急
遽
中
止

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　

住
民
税
務
課
生
活
安
全
係

�

☎
６
４
‐
３
３
１
３

４月～５月　行事＆お知らせ

 　

役
場
を
か
た
る

　
　

詐
欺
に
注
意
！

　

２
月
下
旬
に
町
内
で
厚
沢
部
町

役
場
職
員
を
か
た
る
還
付
金
詐
欺

と
思
わ
れ
る
電
話
が
あ
り
ま
し

た
。
詐
欺
に
つ
い
て
は
多
様
化
し

て
い
ま
す
の
で
十
分
注
意
す
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

【
詐
欺
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に
】

〇�

知
ら
な
い
番
号
か
ら
の
電
話
に

は
警
戒
す
る
。

〇�

お
金
の
話
が
出
た
ら
、
必
ず
冷

静
に
な
っ
て
確
認
す
る
。
職
員

が
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
誘
導
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

〇�

不
審
な
電
話
は
家
族
や
友
人
、

警
察
に
相
談
す
る
か
、
警
察
相

談
ダ
イ
ヤ
ル
「
＃
９
１
１
０
」

に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

スポーツ
大　会
結　果

　

厚
沢
部
小
学
校
・
加
澤
礼
生
さ

ん
、
唯
俐
月
さ
ん
、
名
和
幹
太
さ

ん
所
属
・
「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｕ
Ｓ
ミ
ニ
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
」（
江
差

町
）

●
第
４
回　

北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク

　

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

令
和
８
年
２
月
22
日

（日）
、
23
日

（月）

　

苫
小
牧
市
総
合
体
育
館

◆
対
「
富
岸
」
（
室
蘭
地
区
代
表
）

�

45
‐
24
で
勝
利

◆
対
「
パ
ン
プ
ス
」（
苫
小
牧
地
区
代
表
） 

�
50
‐
34
で
勝
利

◆
対
「
北
星
」（
苫
小
牧
地
区
代
表
）

�

40
‐
30
で
勝
利

【
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
杯
】

●
厚
沢
部
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
杯

　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

　

令
和
８
年
３
月
６
日

（金）

　

館
小
学
校
体
育
館

１
位　

上
原
弘
愛
・
谷
口
智
則

２
位　

細
畑
佑
一
郎
・
堀
加
代
子

３
位　

細
畑
信
彦
・
荒
木
麻
美せ

　
４月の外来診療情報

北海道立江差病院
〔５２- ００３６〕

厚沢部町国保病院
〔６４- ３０３６〕

診 療 科 診 療 日

内 科

外 科

月～金曜日
（祝祭日は休診）

眼 科

　　７日（火）
　  ８日（水） 午前のみ
　　21日（火） 
　　22日（水） 午前のみ

受 付
時 間

午前…  8時30分～11時30分
午後… 13時30分～15時00分

※診療日は予定であり、医師の出張などで変更する
　場合もあります。事前に病院へご確認ください。
※眼科診療は事前に予約していない方も診療日当日
　の予約に余裕があれば、受診が可能な場合もあり
　ますので、お問い合わせください。

　　 午前… 8時00分～11時30分（初診は9時00分～）

　　 午後…13時00分～14時30分

※予約受付時間（定期患者のみ）13時00分～16時00分

※診療日は予定であり、変更になる場合もあります。

受付
時間

　
肩関節周囲炎　生活の工夫　その２肩関節周囲炎　生活の工夫　その２

　〇荷物を持つ時
　　肩にかけるカバンを使ったり、買い物はカート
　を利用しましょう。

　〇車を運転するとき
　　長時間の運転は控え、シートは前にして脇が
　開き過ぎないようにしましょう。

　〇座っているとき
　　座っているときはひじ掛けを利用して、タオル
　などで高さを調整しましょう。

※日本理学療法士協会：理学療法ハンドブックより
　理学療法士　田口　明あ

当 番 医 病 院 名（電話番号） 当 番 医 病 院 名（電話番号）

4月 4日（土） 勤医協診療所（52-1366） 5日（日） 乙部町国保病院（62-2331）

11日（土） 上ノ国診療所（55-2017） 12日（日） 道立江差病院（52-0036）

18日（土） 厚沢部町国保病院（64-3036） 19日（日） 勤医協診療所（52-1366）

25日（土） 乙部町国保病院（62-2331） 26日（日） 道立江差病院（52-0036）

29日（水） 厚沢部町国保病院（64-3036）

診 療 科 診 療 日

総合診療科 午前　月～金曜日（午前11時迄の受付)

整 形 外 科 
（完全予約制）

午前　月・火・金曜日
　　　　　　　　　（午前11時迄の受付)
午後　水・金曜日

循環器内科

午前　初診は月・火・木・金曜日
　　　　　　（水曜日の再診は予約のみ）
午後　初診は月・金曜日
　　　　　　（木曜日の再診は予約のみ）

消化器内科
午前　3.22日（午前11時迄の受付）
午後　3.22.23日（完全予約制）

呼吸器内科
午前　金曜日（午前11時迄の受付）
午後　木曜日

神 経 内 科 午前　10.24日

総 合 診 療
（外　　科）

午前　火～木曜日

外 科 午前　13日（午前11時迄の受付）

小 児 科
午前　月～金曜日
午後　火・木曜日（午後3時～4時の受付）

泌 尿 器 科
午前　月～金曜日
午後　月曜日

精 神 科
午前　月～金曜日（初診は完全予約制）
午後　月・火・水曜日（完全予約制）

産 婦 人 科
午前　20.21.28日（午前11時迄の受付）
午後　20.27日

耳鼻咽喉科
午前　1.8.9.14.15.23.28日
　　　　　　　（午前11時迄の受付）
午後　8.22日

眼 科
午前　9.23日（予約以外の初診受付11時迄)

午後　1.15.22日

皮 膚 科 午前　火曜日

　急遽変更になる場合がありますので予め確認願います。（17 時以降は道立江差病院が当番医となります）
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－４月＆５月の行事＆お知らせ－

講習会名 日時 学科会場 受講料 申込期間

車両系建設機械
運転業務従事者安全衛生教育

（再教育）
５月19日（火）

檜山建設
会館

11,660円

４月６日（月）
～５月８日（金）

玉掛業務従事者安全衛生教育
（再教育）

５月20日（水） 11,770円

講
習
会
受
講
者
を
募
集

　

建
災
防
江
差
分
会
で
は
、
有
資

格
者
の
充
足
を
図
る
た
め
、
次
の

通
り
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

【
申
込
・
問
合
せ
先
】　

　

建
災
防
江
差
分
会

☎
０
１
３
９
‐
５
２
‐
１
８
１
３

Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭

り
審
査
員
を
募
集
し
ま
す

　

６
月
に
札
幌
市
で
開
催
さ
れ
る

『
第
35
回
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー

ラ
ン
祭
り
』
で
は
、
道
内
各
地
よ

り
「
市
民
審
査
員
」
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
審
査
員
と

し
て
祭
り
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

◆
日
程　

６
月
13
日

（土）
・
14
日

（日）

◆
場
所　

札
幌
市
中
央
区

　

（
大
通
公
園
周
辺
）

◆
内
容　

Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー

　

ラ
ン
祭
り
の
演
舞
の
審
査

◆
応
募
方
法

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
、
応
募
フ
ォ

ー
ム
よ
り
、
４
月
24
日
迄
に
応
募
。

※
応
募
人
数
が
定
員
を
超
え
た
場

　

合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

◆
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

　

http://www.yosakoi-soran.jp/

★
問
合
せ
先

　

Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭　

　

り
実
行
委
員
会

☎
０
１
１
‐
２
３
１
‐
４
３
５
１

　

令
和
８
年
度
保
険
料
率
を
改
定

し
ま
す
。
３
月
分
（
４
月
納
付
分
）

か
ら
健
康
保
険
料
率
が
10
．
28
％

（
マ
イ
ナ
ス
０
．
03
ポ
イ
ン
ト
）、

介
護
保
険
料
率
が
1
．
62
％
（
プ

ラ
ス
０
．
03
ポ
イ
ン
ト
）
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、
４
月
分
（
５
月
納

付
分
）
か
ら
始
ま
る
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
金
率
は
０
．
23
％
と
な

り
ま
す

【
問
合
せ
先
】

　

協
会
け
ん
ぽ
北
海
道
支
部

☎
０
１
１
‐
７
２
６
‐
０
３
５
２

協
会
け
ん
ぽ
北
海
道
支
部
か
ら

の
お
知
ら
せ

　

eLTAX

（
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
）
と
は
、

地
方
税
（
法
人
道
民
税
や
法
人
事

業
税
な
ど
）
の
申
告
や
納
税
等
を

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
行

う
こ
と
が
で
き
る
自
治
体
共
通
の

便
利
な
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

郵
送
や
窓
口
に
出
向
く
こ
と
な

く
、
自
宅
や
事
務
所
内
に
て
申
告

手
続
き
が
完
了
し
ま
す
の
で
、
積

極
的
な
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】　

　

檜
山
振
興
局
税
務
課
課
税
係

☎
０
１
３
９
‐
５
２
‐
６
４
７
２

地
方
税
ポ
ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム

（e
L
T
A
X

）
を
ご
存
じ
で
す
か

　

新
規
学
校
卒
業
者（
高
校
・
中

学
校
）
の
求
人
は
６
月
１
日

（月）
か

ら
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
受
付
を
開
始

し
、
７
月
１
日

（水）
か
ら
公
開
開
始

を
し
ま
す
。

　

将
来
を
見
据
え
た
人
材
確
保
の

た
め
、
求
人
の
ご
検
討
を
お
願
い

し
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
江
差

�

☎
５
２
‐
０
１
７
８

新
規
学
校
卒
業
者
の
求
人
は

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
申
込
を

★★★南部桧山清掃センターからのお知らせ★★★
４月11日・25日（土）は休日のため当施設へのごみの搬入はできません。

ごみ収集カレンダーにも掲載してありますので、ご確認ください。
【問合せ先】南部桧山清掃センター（☎0139-53-6301）

善
意
感
謝
致
し
ま
す

◎
社
会
福
祉
協
議
会
へ

☆
御
香
料
の
お
礼
に
代
え
て

新　

栄
・
坂
上
礼
子
さ
ん
か
ら

�

５
０
，
０
０
０
円

赤
沼
町
・
長
尾
と
み
子
さ
ん
か
ら

�

５
０
，
０
０
０
円

●
認
定
こ
ど
も
園
は
ぜ
る
へ
寄
附

赤
沼
町
・
平
本
大
城
さ
ん
か
ら

「
講
談
社
の
動
く
図
鑑
Ｍ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
」

�

15
冊

－４月＆５月の行事＆お知らせ－

◎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
え
さ
し

☆
４
月
９
日

（木）

◆
優
良
運
転
者
講
習

　

13
時
～
13
時
30
分

◆
違
反
運
転
者
講
習

　

14
時
15
分
～
16
時
15
分

◆
初
回
更
新
者
講
習

　

14
時
15
分
～
15
時
15
分

☆
４
月
23
日

（木）

◆
優
良
運
転
者
講
習

　

13
時
～
13
時
30
分

◆
一
般
運
転
者
講
習

　

14
時
～
15
時

◎
上
ノ
国
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

☆
４
月
15
日

（水）

◆
優
良
運
転
者
講
習

　

13
時
～
13
時
30
分

運
転
免
許
更
新
時
講
習

運
転
免
許
更
新
時
講
習

【陸】技能講習（※洋上風力関連業務講習会）安全衛生教育・特別教育（実務の必須科目） 

講座・事業名 開催期日及び期間 定員 受講料 締切日 

玉掛け技能 4/22(水)～24(金) 19h ｺｰｽ １０ 30,805 円 4/15(水)  

フォークリフト運転技能 5/13 日(水)～16(土) 31h ｺｰｽ １０ 44,250 円 5/1(金) 

小型移動式クレーン技能 5/27 日(水)～29(金) 20h ｺｰｽ １０ 41,905 円 5/20(水)  

フルハーネス型安全帯使用作業 5/12 日(火)江差、14(木)奥尻 ２０ 8,500 円 5/1(金) 

刈払機取扱作業者 5/18(月)、6/29（月） ２０ 14,300 円 5/11(月) 

熱中症予防管理者 6/23(火) ２０ 3,000 円 6/16(火) 

【海】国家資格・公的免許（取得講習及び試験、免許更新） 

特殊小型船舶操縦士 

（水上オートバイ） 

5/10、17、24(日)予備日 31、6/7 

※上記日程のいずれか 1日 

試験日：6/14(日) 

各回

５ 

65,000 円 

※免許申請料込 
4/22(水) 

一・二級小型船舶操縦士 

一級学科 6/6（土）～8（月）3日 

二級学科 6/6（土）1日 

一・二級実技 6/9（火）～12（金） 

※上記期間中の１日 

試験日：6/13（土） 

各回

３ 

一級 108,000 円 

二級 95,000 円 

※免許申請料込 

5/18(月) 

小型船舶操縦士免許更新 5/31（日） 無し 
9,000 円～ 
※手続き料込 

5/18(月) 

【空】技能検定（国家資格に向けた必須ステップ講習） 

 
ドローン基礎技能講習 6/24(水)～26 日(金) ６ 90,000 円 6/1(月) 

令
和
８
年
度
春
季
「
技
能
講
習
」

受
講
生
を
募
集
し
ま
す
！

　

ま
な
び
っ
く
で
は
令
和
８
年
度

春
季
「
技
能
講
習
」
受
講
生
を
募

集
し
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
次

の
通
り
で
す
。
ま
た
、
講
座
名
に

つ
い
て
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

◆
受
講
会
場

　

（
一
社
）
檜
山
地
域
人
材
セ
ン
タ
ー

　

江
差
町
字
南
ヶ
丘
７-

１
７
２

◆
申
込
方
法

　

人
材
開
発
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
で

予
約
ま
た
は
Ｈ
Ｐ
か
ら
事
前
予
約

し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
込
・
問
合
せ
先
】　

　

（
一
社
）
檜
山
地
域
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
３
９
‐
５
２
‐
０
１
６
０

　

江
差
保
健
所
で
は
、
公
認
心
理

師
や
保
健
師
を
相
談
員
と
し
て
、

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
を
開
催
し
ま

す
。

※�

開
催
日
以
外
で
も
随
時
保
健
師

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

◆
日　

時　

毎
月
第
３
金
曜
日

（
１
月
の
み
第
４
金
曜
日
）
14
時
～
15
時

◆
場　

所　

江
差
保
健
所

◆
相
談
料　

無
料

◆
申　

込　

実
施
日
の
前
週
金
曜

日
の
午
前
中
ま
で

【
問
合
せ
先
】　

　

江
差
保
健
所

�
☎
５
２
‐
１
０
５
３

江
差
保
健
所

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

調
理
師
試
験
の
実
施

　

令
和
８
年
度
調
理
師
試
験
が
次

の
通
り
実
施
さ
れ
ま
す
。

◆
日　

時

　

８
月
25
日

（火）

　
　
　
　
　

13
時
30
分
～
16
時

◆
試
験
地　

函
館
市

◆
試
験
内
容　

筆
記
試
験

◆�

受
験
資
格

　

多
数
人
に
対
し
て
飲
食
物
を
調

理
し
て
供
与
す
る
施
設
ま
た
は
飲

食
店
営
業
等
で
２
年
以
上
の
調
理

業
務
に
従
事
し
た
者

◆
願
書
受
付
期
間　

　

４
月
30
日

（木）
～
５
月
15
日

（金）

◆
願
書
提
出
先　

江
差
保
健
所

◆
受
験
手
数
料

　

６
，
９
０
０
円
の
収
入
証
紙

※�

願
書
等
の
配
布
は
４
月
上
旬
よ

り
江
差
保
健
所
に
て
行
い
ま

す
。

【
問
合
せ
先
】　

　

江
差
保
健
所
企
画
総
務
課

�

☎
５
２
‐
１
０
５
３

厚沢部町を
ふるさと納税
　　　で応援！　　
　　（町特設ＨＰ）

　

　

広報あっさぶ
巻末４コマ漫画

第９回

　

ハチャムおじさん卒業

卒業シーズンですね。

不法投棄は
犯罪です！
見られてない・バレないから
という考えはやめましょう。

おらも卒業なのです。

ハチャムおじさんは

卒業！
そして新たなステージへ

　　　って
言ってみたかっただけ

来月もよろしくね
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広報あっさぶ

令和８年４月号（第 748 号）

あとがき
▼
今
号
で
24
回
目
の
広
報
作

成
と
な
り
、
丸
２
年
（
２
周
）の

作
成
を
終
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
れ
も
情
報
提
供
や

取
材
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た

皆
様
の
お
か
げ
で
す
。「
い
つ

も
広
報（
あ
と
が
き
）
見
て
る

よ
！
」
と
声
を
か
け
て
い
た
だ

い
た
こ
と
が
、
も
っ
と
魅
力
的

な
広
報
に
し
よ
う
！
と
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
つ
な

が
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

▼
さ
て
、
こ
の
度
、
私
は
人

事
異
動
対
象
外
だ
っ
た
の
で

す
が
、
課
内
業
務
分
担
の
見

直
し
に
よ
り
、
広
報
担
当
を
卒

業
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
広
報
作
成
に
心

を
傾
け
た
か
っ
た
の
で
す
が
、

残
念
で
す
。
新
し
い
担
当
が
つ

く
る
、
よ
り
魅
力
的
な
「
広
報

あ
っ
さ
ぶ
」
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。

▼
嘘
で
す
。
エ
イ
プ
リ
ル
フ
ー

ル
で
す
。
今
年
度
も
私
が
広
報

担
当
で
す
。
頑
張
り
ま
す
。

▼
３
月
後
半
は
卒
業
式
、
卒
園

式
で
し
た
。
昨
年
は
、
卒
業
生

と
一
緒
に
大
き
い
声
で
合
唱

し
て
い
た
ら
、
教
育
長
に
見
つ

か
っ
て
恥
ず
か
し
い
思
い
を

し
た
の
で
、
今
年
は
在
校
生
の

後
ろ
に
隠
れ
て
、
大
き
い
声
で

歌
い
ま
し
た
。
教
育
長
に
は
、

ば
れ
て
い
な
い
は
ず
。

▼
卒
業
、
卒
園
さ
れ
た
皆
さ

ん
、
ご
家
族
の
皆
さ
ん
、
誠

に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

４
月
か
ら
の
皆
さ
ん
の
門
出

が
希
望
に
満
ち
た
も
の
に
な

り
ま
す
よ
う
に
、
祈
っ
て
い
ま

す
。（
ピ
カ
チ
ュ
ウ
ロ
ケ
ッ
ト
）

時
と

間
き

刻 む
を

小中学校『卒業式』小中学校『卒業式』

ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

▼館小学校卒業生　思い出いっぱいの教室にて ▼厚沢部小学校　卒業証書授与

▲厚沢部小学校　卒業生記念撮影

令和８年２月末現在

世帯 男 女 人口 前月からの
人口増減

下地区 1,033 899 1,001 1,900（－8）

鶉地区 301 263 279 542（－2）

館地区 414 354 378 732（±0）

全 町 1,748 1,516 1,658 3,174（－10）

※外国人住民を含む

町の人口

（３月20日届出分まで）

今月の寄附件数 4件

今月の寄附金額 77千円
令和７年度
寄附件数累計 995件
令和７年度
寄附金額合計 22,052千円

前年度寄附金額 42,922千円

厚沢部町ふるさと納税寄附状況

（３月19日届出分まで）

戸籍の窓

連続１８９ 日６

令和８年３月 20 日現在

厚沢部町交通死亡事故死
ゼロ記録簿

おくやみもうしあげます

赤沼町　森髙　節子さん（92 歳）2/7

木間内　新谷　　守さん（93 歳）2/14

新　町　古館　尚子さん（53 歳）2/20

新　栄　坂上　勝義さん（78 歳）2/28

館　町　西口　千江さん（97 歳） 3/3

▲厚沢部中学校　保護者と記念撮影


